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かんたんち<じ 

やりたいこと別の一覧びあります。 
7〜10ページをご覧ください。 
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ニッケル水素電池の 
U サイクルにご協力 
<ださい。 

C 技術基準適合品） 


お買いあげいただを、まことにあ0びと5ございました。 

この取扱説明書をよくお読みの5え、正しくお使いください。 

ご使巧の前に「ままに正しくお使いいただくために J を必ずお読みください。 

この取扱説明書は保証書とともに、いつでも見ることびできる巧に必ず保存してく 
ださし、。 
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ままに正し < お使いいただ < ために 


この取扱説明書および商品には、ま全にお使いいただくためにいろいろな表示をしています。その表示 
をお視して誤った取り扱いをずることによって生じる内容を、巧のように区分しています。内容をよく 
理解してか5本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


図記号について 


A 人が死 t または重傷を負ラおそれが 

ZlA IBPX 高い内容を示しています。 


図記号の意味 


上の記号は、 a をつける必要があることを表しています。 


A 警告 
A ミち意 


人が死 t または重傷を負ラおそれが 
ある内容を示しています。 


人がけがをしたり財産に損害を受け 
るおそれがある内容を示しています。 


1 0 ®( 

■ 上の記哥ホ、 

I 


してはいけないことを表しています。 


〇运 e 

上の記号は、しなければを6ないことを表してしほす。 


A を巧 


充電池の取り巧いについては、おず;欠のことを守ってください。正しく使用しないと、充電池の液漏れ•発熱 • 
破裂により、やけどやけびの原因となりまず。 


■充電池をネックレス-ヘアピンなどと一緒 
に持ち運んだり、保管しないでください。 



■充電池を水や义の中に捨てたり、加熱した 
りしないで < ださい。 





■充電池ふたを取り付けるときは、充電池の 
コードをはさまないよラにして<ださい。 



Q 


■充電池の@0 端子を金属などで接触させな 
いで < ださい。 



Q 


■巧電池は、専用のものを使巧してください。 



〇 


■巧電池の液が目に入ったときは、こず5ず 
に、ずぐにきれいな水で洗ったあと、直ち 
に医師の治療を受けてください。 

失明のおそれがあります。 


む 


wmcj 



〇 
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ま全に正し < おほいいただ < ために 


A 警告 


■水や薬品などの液体をこぼさないでくださし、。 

义災•感電の原因になります。液体をこぼした場 
合は、差し込みプラグまたは AC アダプターを巧 
いて販売店へご相談ください。 



0 


■おそうなど、湿気のをい場所では絶巧に使 
用しないで < ださい。 

絶縁び悪くなり义巧-感電の原因になります。 



(§) 


■ご自身での分解や修理-改造は絶対にしな 
いで < ださい。 

火災•感電の原因になります。修理は販売店へご 
相談ください。 





■充電池のビニールカバーを、はがしたりし 
ないで < ださい。 

充電池の;夜び漏れたり、発熱•破裂させる原因に 
なります。 



Q 


■内部に金属物を入れないでください。 

火災•感電の原因になります。金属物び入った場 
合は、差し込みプラグまたは AC アダプターを抜 
いて販売店へご相談ください。 



0 


■煙-異臭-異音が出たり、落下-破損した 
りした場合は使用を中止してください。 

火災•感電の原因になります。差し込みプラグまた 
は AC アダプターを®いて販売店へご相談 < ださい。 



运 


■この製品を持ち運ぶときは、落としたり、 
衝撃を与えたりしないようにしてくださし、。 

けびの原因になります。 

万一、この製品を落としたり、キャビネットを破 
損した場合は販売店へご連絡ください。そのまま 
使用すると、义巧•感電の原因になります。 



Q 


■電源コード-差し込みプラグを破損ずるよ 
ラなことはしないで<ださい。 

次のよラなことはしないでください。 

-傷つける -無理に曲げる 

•加工する •無理にねじる 

-熱器具に近づける -重い物を載せる 

•無理に引っ張る •束ねる 

傷んだまま使用すると、感電や乂災の原因になります。 
コードやプラグの修理は、販売店へご相談ください。 
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ま全に正し<ぉほいいただ < ために 


A 警告 


■差し込みプラグや AC アダプターを巧き差 
しするときは本体（金属でない部分）を 
持ってください。 

感電の原因になります。 




■差し込みプラグ や AC アダプターは 根元ま 
で確実に差し込んでください。 

感電や発熱による乂災の原因になります。傷んだプ 
ラグ-ゆるんだコンセントは使用しないでください。 




〇 


■コンセントや配線器具の定格を超える使い 
かたはしないで<ださい。 

たこ足配線などで定格を超えると、発熱による义 
災の原因になります。 



0 


■雷が鳴り始めた5、安全のため早めに差し 
込みプラグ 、 AC アダプターをコンセント 
か5抜いてください。 

火ぶ•感電-故障の原因になります。 




运 


■めれた手で差し込みプラグや AC アダプタ 
一の巧き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 



喔) 


■この製品は国内電源仕様です。必ず家庭用電 
源電圧（交流100 V )に接続してください。 

ミ毎外や交流100 Vli (外の電源電圧で使用すると、 
火災や感電の原因になります。 



〇 


■子機を巧電ずるときは、専用の巧電器、 
AC アダプターを 使用して< ださい。 

指定!;(外のちのを使用すると、充電池の液漏れ- 
発熱•破裂により、やけどやけがの原因になります。 



〇 


■医療用電気機器の近くでは使用しないでく 
ださい。 

本機からの電波が医療用電気機器に影響を及ぼす 
ことがあり、誤動作による事故の原因になりまず。 



0 
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ま全に正し < おほいいただ < ために 


A 注意 


■水平でない場所や振動の激しい場所には置 
かないで < ださい。 



■風通しの悪いところや、じゅラたんなどの 
上に置かないでください。 

通気孔をふさざ本体の放熱び悪くなり、じゅラた 



■湿気や湯気-油煙-ほこりのをい場所では 
使用しないでください。 

义巧•感電-故障の原因になることびあります。 



Q 


■この製品を移動するとさは、アンテナをた 
たんで、差し込みプラグ-電話機コード- 
AC アダプターを 抜いてください。 

事故の原因になることびあります。 



〇 


■乂気や熱器具に近づけないでください。 

変形や故障、火災の原因になることがあります。 





■充電器や AC アダプターを巧や巧団でおお 
つたり、つつんだりしないで<ださい。 

熱びこちり、义災の原因になることびあります。 



Q 


■暑い場所や直射日光のあたるところ、を暖 
房機のおくには置かないでください。 

3己でな上、已ご L ソ下では、誤動作-変お-故障の 
原因になります。 



0 


■万一漏電した場合の感電事故防止のため、 
アース線を取り付けてください。 

〇アース線を取り付けられるところ 
電源コンセントのアース端テ 
銅片などを日已 cm し U 上、地中に埋めにちの 
設置工事 （ D 種）が行われている接地端テ 
〇アース線を取り付けてはいけないところ 
ガス管 

巧日占専用グ—ス 
避雷針 
水道管や蛇口 


e 

.ろ 

Q 


5 












ま全に正し<ぉほいいただ < ために 


A ミ主意 


■子機を壁にかけて使用するときは、巧電 
器を確実に取り付けてください。 

落下により、けびの原因になることびあります。 



〇 


■カバーを閉めるときに、指などをはさま 
ないよラにま意してください。 

けがの原因になることびありまず。 





■巧電池は、幼児の手の届かない所に巧管 
して < ださい。 



■手で直接記録へッドに触れないでください。 

発熱している場合びあり、やけどやけびの原因に 
なることびあります。 





■点検•清掃（お手入れ）は、必ず差し込 
みプラグ、 AC アダプターをコンセントか 
5巧いて（記録ヘッドなど熱くなるもの 
はをえてから）行ってください。 

感電やけび（やけど）の原因になることびあります。 
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かんたんち < じ 


必要な機能をかんたんに、「やりたいこと」から探せます。 

実際にお使いになる前に、「安全に正しくお使いいただくために」（腐=2〜6ページ） 
を、よくお読みください。 


よく使ラ相手先を登録したい 


♦電話帳に登録する 

親機防 2-1 1〜 2- 13ぺージ 
子機 BS で-19ページ 


電話を保留にしたい 


参親機で通話中にお待たせする 
防 2-1 0ぺージ 

♦テ機で通話中にお待たせする 
防 2-1 0ぺージ 


電話 



かんたんに電話をかけたい 


♦見てからダイヤル 
防 2-2 巨〜 2-28 ぺージ 
♦電話帳ダイヤル 
親機防 2- 17〜 2- 18ぺージ 
テ機1@"2-22〜 2-23 ぺージ 
♦ホットラインダイヤル 
防 2-29 ぺージ 




内線で通話したい 


♦親機から子機を呼び出してお話しずる 
防 2-32 ぺージ 

♦子機から親機を呼び出してお話しずる 
防 2-33 ぺージ 



ご使用の 
前に 


2電話 


n ピ—フアクス 


3 n ピ—/ファクス 


4留守番電話 


ち 便利な機能 


メ—ルブラウザ 


6 


J モ—ド 


ナン•八—. 

: ディスプレイ 


8 


こまつた 

とさは 


9ご参ちに 














































かんたんち < じ 


コピー 



^拡大、縮ル、複数枚のコピーをしたいっ^ 

参化大/縮ル/複数枚コピーする 
防 3-7 ぺージ 



フアクス 


• -かんたんにファクスを送りたい-\ 

•見てからダイヤルで送る 
防 3- 14ぺージ 

•電話帳ダイヤ J レや再ダイヤ j レで送る 
親機防 3- 12〜 3- 13ぺージ 
子機 0^3-1 巳〜 3-1 已ページ 



广 留守中もファクスを受け5れるようにしたい 

•留守モード 

113=4-2 〜 4-4 ぺージ 





-受けたファクスをプリントしたい 

>メモ U - 受信したファクスをプ U ントずる 
陌 '3-28 ぺージ 




ろ 

1 

U U U D U U iij 
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かんたんち < じ 


留守番電話 


留守番電話を設定したい 


参留守に設定する 
防 4-2 〜 4-4 ぺージ 
参留守設定を解除する 
腐^ 4-己ぺージ 



—自分で応答メッセージを録音したし、 

♦才 U ジナル応答メッセージを録音する 
防4-9ぺージ 


( ただいまつ 



便利な機能 

アラームや目覚ましとして使ぃたぃ- 


•伝言アラームを利用する（親機） 

腹"己-目〜已 -7 ぺージ 
•モーこングコールを利巧する（テ機） 
瞻^已 -8 ぺージ 




ウ【か 



電話機を増設したい 


♦電話機を増設する（増設電話機） 
防已 -2 1ぺージ 
♦子機を増設ずる（増設子機） 

防已 -20 ぺージ 



時計を画面に表示したい 


•からくり時計を利用する（親機） 
BS モ -27 〜已 -28 ぺージ 



-カレンダーを使いたい 

けレンダー機能を利用する襯徽 
防已 -29 〜 5-30 ぺージ 



ご使用の 
前に 


2電話 


n ピ—フアクス 


3 n ピ—/ファクス 


4留守番電話 


ち 便利な機能 


メ—ルブラウザ 


6 


J モ—ド 


ナン•八—. 

: ディスプレイ 


8 


こまつた 

とさは 


9ご参ちに 
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かんたんち < じ 


ミ " 说ゃ柳 :05 ■ 

ツアー 予定 

4yjL3. 

4/2 1 (月） 
4/2 2 (义） 
4/23 (水） 


—ド 

广 L モードのサイト（番組）を見たい -> 

♦サイト（ま組）を表示する 
臨目-己4〜目-已日ぺージ 



メールを使いたい 


ールを新し < 作って送信する 
臨日 - 24 〜日- 2 目ぺージ 
ールを受信ずる/表示する 
臨日- 27 〜 6 - 3 目ぺージ 



mail 



ナンパー-ディスプレイ 


-ナンパ’一-ディスプレイを使いたいっ^ 

>ナンバー-ディスプレイを利用する 
防 7-2 〜 7-5 ぺージ 



—ネーム-ディスプレイを使いたい 

>ネーム-ディスプレイを利用する 
防 7 -日〜 7 - 7 ぺージ 



广キャッチホン-ディスプレイを使いたい 

•キャッチホン-ディスプレイを利用する 
防 7-8 〜 7-1 1ページ 




-いたず5電話などを受けないよラにしたい- 

参非通知-公を電話-表示圏外お断りを設定する 
防 7-23 〜 7-2 已ぺージ 
参お断りしたいま号を登録する 
防 7-2 日〜 7-27 ぺージ 
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まをに正しくお使いいただくために 


2受話音量やスピーカーの音量を変える 


かんたんちくじ . 7 

もくじ . 11 


第1章ご使用の前に 


特長 .1-2 

取扱説明書の見かた .1-4 

付属品の確認 .1-5 

ご使用の前に知っていただきたいこと 

ご使用にあたってのお願い .1-6 

テ機について . 1-6 

この装置について .1-8 

接続について .1-8 

各部の名前とはた6を（親磯） 

各部の名前 .1-9 

操作パネル .1-1 日 

ディスプレイ表示 .1-12 

ディスプレイを調節する .1-13 

各部の名前とはた6を（子機） 

各部の名前 .1-14 

ディスプレイ表示 .1-1 己 

親機を接続ずる 

電話回線に接続する .1-1 目 

記録紙ホルダー、記録紙ホッパーを取り付ける•- 1-17 

ADSL 回線をご利用のときは .1-18 

侶 DN 回線をご利用のときは .1-18 

回線種別を合わせる（変える）ときは •.1-19 

インクリボンをセットずる .1-20 

記録紙をセットずる .1-22 

モ機を充電ずる 

充電器を接続する .1-23 

テ機を壁に掛けて使う .1-23 

充電池をセットしてモ機を充電する • • • •1-24 

操作ガイドボタンを使う（親機） 

操作ガイドを表おする .1-25 

操作ガイドに沿ってファクスを送る • - • ■1-26 

呼出音量や呼出音の種類を変える 

親機の呼出音量を変える .1-27 

親機の呼出音を鳴らさないよラにする • ■ ■1-27 

親機の呼出音の種類を変える .1-28 

テ機の呼出音量を変える .1-3 日 

テ機の呼出音を鳴らさないよラにする••- 1-3 日 
テ機の呼出音の種類を変える .1-31 


親機の受話音量を変える .1-32 

親機のスピーカー音量を変える . ]-32 

テ機の受話音量を変える .1-33 

テ機のスピーカー音量を変える .1-33 

曰付と時刻を合わせる 

親機の日付と時刻を含わせる .1-34 

テ機の時刻を合わせる .1-3 己 

あなたの電話番号や名前を登録ずる（親機） 

あなたの電話番号を登録する .1-3 日 

あなたの名前を登録する .1-37 

親機で文字を入力ずる 

文字の種類（入カモード）を選ぶ .1-38 

文字入力一覧表 .1-39 

ひ6がな/漢字を入力する .1-40 

カタカナ/英字/数字を入力する .1-41 

文字を修正する .1-42 

文字の入力ち法 .1-42 

モ機で文字を入力ずる 

文字の種類（入カモード）を選ぶ .1-43 

文字入力一覧表 .1-44 

文字を入力する .1-45 

文字を修正する .1-46 

文字の入力ちま .1-46 


第 2 章 電話 IsS) 


電話をかける 

親機で電話をかける .2-2 

テ機で電話をかける .2-4 

電話を受ける 

親機で電話を受ける .2-5 

テ機で電話を受ける . 2-6 

子機を置いたまま電話をかける/受ける（スピーカーホン） 

テ機を置いたまま電話をかける .2-7 

テ機を置いたまま電話を受ける .2-8 

モ機だけに電話がかかってくるよラにずる（優先呼出） 

優先呼出を設定する .2-9 

通話中にお待たせずる（保留） 

親機で通話中にお待たせする .2-10 

テ機で通話中にお待たせする .2-10 

親機の電話帳に登録ずる 

親機の電話帳に登録する .2-1 1 

親機の電話帳を修正する .2-14 

親機の電話帳を消去する .2-16 

親機の電話帳で電話をかける 

相手のちを選んで電話をかける .2-17 


相手の方の名前で検索して電話をかける • • 2-18 
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見 r からプ U ント機能とは.^ . 

受信したファクスを画面に表おする••- 
表示したファクスの見かた . 


ファクスの受けかた 

在宅モード... 

留守モ—ド... 

ファクスを受信したとさのプ U ントのしかた-- 

電話に出てか5ファクスを受ける 


メモリー受信したファクスをプリントずる•- 3-28 
メモリー受信したファクスを消去ずる•- 3-29 

第4章留守番電話障^ 


留守に設定ずる .4-2 

留守設定を觸除ずる .4-5 

録音されている内容を聞く（再生ずる） 

親機で録音内容を再生する .4-6 

モ機で録音内容を再生する .4-7 

録音されている内容を消去ずる 

録音を1件消まする .4-8 

録音をすべてミ肖まする .4-8 


オリジナル応答メッセージを録音ずる••- 4-9 

第5章便利な機能|^：；| 


親機の待機画面を変える .5-2 

通話内容や伝言メモを録音ずる（親機） 

通話内容を録音する . 己-3 

伝言六モを録音する . 己-3 

再ダイヤルの記憶を電話帳に登録ずる（子機）••已 -4 

読上げボイスダイヤル機能を利用ずる（親機） 

読上げボイス設定を解除/設定する . 己-巳 


親機で電話に出てからファクスを受ける ■ ■ 3-1 日 
子機で電話に出てからファクスを受ける-- 3-20 


電話に出ないで自動的にファクスを受ける 

親機で自動的にファクスを受ける .3-21 

自動的にファクスを受けるとさの呼出音の 
回数を変える .3-22 


メモリー受信したファクスを画面で見る（見てか5プリント機能) 


見てか日ダイヤルでファクスを送る . 3-14 

テ機の操作でファクスを送る 

テ機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル）で 

ファクスを送る . 3-15 

モ機の電話帳から名前の頭文字で検索して 
ファクスを送る .3-16 


コピーやファクスをずる前に 

使用できる原稿 . 

原稿をセットする . 

原稿を取り出す（原稿排出） . 

コピーやファクスするとさの画質■濃度を選ぶ- 

コピーずる 

コピーの禁止について . 

等倍でコピーする . 

拡大/縮ル/複数枚コピーする . 

ファクスを送る 


2-19 

2-20 

2-21 


2-22 

2-23 


- 2-24 
. 2-2 已 
. 2-2 已 


2-26 

2-28 


2-29 

2-29 


2-30 

2-31 


2-32 

2-33 


2-34 

2-35 


親機でお話ししてからファクスを送る • • • • 3-8 
親機でお話ししないでファクスを送る • • • 3-1 日 

海がへファクスを送る . 3-1 1 

電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 

親機の畫話帳や再ダイヤルでファクスを送る■- 3-12 

親機の電話帳から名前で検索してファクスををる ••3-13 


子機の電話帳に登録ずる 

テ機の電話帳に登録する . 

モ機の電話帳を修正する . 

子機の電話帳を消去する . 

子機の電話帳で電話をかける 

相手の方を選んで電話をかける . 

相手の方の名前の頭文字で検索して電話をかける 

親機とモ機の間で電話帳を転送ずる 

親機の電話帳をテ機に転送する . 

子機の電話帳をすべて親機に転送する-- 
子機の電話帳を]件ずつ親機に転送する- 

見てか S ダイヤルを利用ずる 

見てか6ダイヤルに登録する . 

見てか6ダイヤルで電話をかける •-•• 

ホットラインダイヤルを利用ずる 

ホットラインダイヤルに番号を登録する• 
ホットラインダイヤルで電話をわ、ける•• 

電話をかけ直ず（再ダイヤル） 

親機で電話をかけ直す . 

子機で電話をかけ直す . 

親機と子機の間でお話しずる（内線通話） 

親機から子機を呼び出してお話しする-- 
子機から親機を呼び出してお話しする-- 

電話をとりつぐ（とりつざ転送） 

親機か6テ機へ電話をとりつぐ . 

子機から親機へ電話をとりつぐ . 

電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり転送) 

親機からテ機へとりつぐ . 

子機から親機へとりつぐ . 

子機か6他の子機へとりつぐ . 


第：3章コピー/ファクス 
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伝言アラームを利用ずる（親機) 


カレンダー機能を利用ずる（親機) 


伝言アラームを設定する . 己-目 

伝言アラームを消去する . 己-7 

モーニングコールを利用ずる（子機） 

モーニングコールを設定する . 己-8 

モーニングコールを解除する . 已 -8 

自分で呼出音を作る（オリジナルメ□ディー） 

才 U ジナル;□ディーについて . 日-9 

才 U ジナル;□ディーを作る . 曰-10 

才 U ジナルメ □ディーを入力する . 己-11 

才 U ジナル><1□ディーを変更/修正する--己-13 
才 U ジナル ><1□ディーの作成例 . 己-14 

親機をちっと便利に使ラ 

FAX 受信ちまを選ぶ . 曰-1已 

終了音を鳴らす . 巳-1己 

キータッチ音を鳴らす . 曰-15 

モ機をもっと便利に使う 

クイック通話を設定する . 曰-1日 

キータッチ音を鳴らす . 曰-16 

待ち受け時間を選ぶ . 己-16 

が出先か6用件や伝言を聞く（リモート操作） 

暗証番号を登録する . 已 -17 

外出先か bU モート操作する . 曰-18 

モ機を増設ずる（増設モ機） . 5-20 

電話機を増設ずる（増設電話機） 

増設電話機を接続する . 曰-21 

増設電話機で電話をかける . 己-21 

増設電話機で電話を受ける . 己-21 

モ機か S 子機へメッセージを伝える 

(モ機間ひと声通知） . 百-22 

モ機か S 子機へ電話を転送ずる 

(ひと声転送） . 已 -23 

プッシュホンの サービスを 利用ずる 

親機でプッシュホンサービスを利用する 

(ダイヤル回線ご利用時） . 曰-24 

テ機でプッシュホンサービスを利用する 
(ダイヤル回線ご利用時） . 曰-24 

キャッチホンを利用ずる 

親機でキャッチホンを利用する . 己-2已 

テ機でキャッチホンを利用する . 己-2已 

メッセージ到着お知5せサービスを利用ずる（親機） 

キャッチホン n やマジックボックスに 

メッセージが入ったら . 曰-2目 

か5くり時計を利用ずる（親機） 

か6 くり時計を設定/変更する . 己-27 


カレンダーに予定を登録する . 已 -2 日 

予定の名前を変える . 已 -3 日 

予定を取り消す . 己-3日 

予定（行事）マークー覧 . 曰-3日 

ドアホンを接続ずる 

ドアホンをつなぐとき . 己-31 

力ラ付ドアホンをつなぐとき . 己-32 

ドアホンと話ず（ドアホン通話） 

親機で話すときは . 己-33 

モ機で話すときは . 已 -33 

親機でドアホン通話中に電話がかかってくると•-己-34 
親機でドアホン通話中にをラー台のドアホンか5 

呼び出しびあると . 己-34 

親機で通話中にドアホンか5呼び出しがあると--己-34 
親 S で内線通話中にドアホンから呼び出しびあると-己-34 
子機でドアホン通話中に電話がかかってくると--己-3曰 
子機でドアホン通話中にをう一台のドアホンか5 

呼び出しがあると . 己-3己 

子機で通話中にドアホンか b 呼び出しがあると--己-3己 
テ機で内線通話中にドアホンから呼び出しびあると-己-3己 


第6章 L モード % 


L モードについて 

L モードって何？ . 日-2 

L モードを郵送で申し込む .6-2 

L モードを親機の操作で申し込む .6-3 

はじめて L モードを利用ずる 

L モードを利用設定する .6-5 

L モードのトップ ニューについて .6-6 

L モード利用時のディスプレイ表示 .6-7 

L モード利用時の文字入力について 

文字入カモード画面について .6-8 

文字入カモードの切替え .6-8 

絵文字一覧 .6-8 

文字を入力する . 日-目 

パスワードを変更/入力ずる 

パスワードを変更する . 目-11 

パスワードを入力する . 目-13 

マイアドレスを変更ずる . 6-14 


迷惑 メールを 防止ずる 

着信お断りメールのアドレスを登録する■•日-16 
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ナンバー-ディスプレイを利用ずる 

電話がかかってくると . 

ナンバー•ディスプレイを利用設定する- • 
電話がかかってさたとさの画面表示 • • • • 

ネーム-ディスプレイを利用ずる 

電話がかかってくると . 

電話がかかってきたときの画面表示 • • • • 


サイト（番組）を表示ずる . 6-54 

暗号化サイトへ接続ずる . 6-5 色 

画面上での操作のしかた 

チェックボックス付き項目を選択する••-日-已7 

ラジオボタン付き項目を選択する . 日-已7 

プルダウンニューから項目を選択する--日-日8 


着信メ□ディーを取り込む（着信メ□ディーダウン□ー ド） 

サイトなどから着信メ□ディーを取り込む-日-已日 

ページやサイトを登録して素早く表示ずる 

ページ やサイトをお気に入りに登録する.. 6-60 


お気に入りか6サイトを表示する .6-61 

お気に入りのタイトルを編集する . 日-62 

マイメニューを使う 

マイ;ニューに登録する . 目-日3 

マイニューからヴイトを表术する • • ■ • 曰-64 

ぺージを再読み込みずる . 6-65 

URL を入力してぺージを表示する • • • • 6-66 

サイトのページを保をずる（画商メモ） 

画面モを保をする . 目-日8 

画面モを表おする .6-68 

画面;><モを削除する .6-69 

画面メモを親機の待機画面に使用ずる•-色-70 

画面に表示したページをプリントずる•- 6-72 

サイトか S ダウン□ー ドしたデータを 
プリントずる（コンテンツ印刷）••-色-73 


電話帳やお気に入りデータをアップ□ー ド 

(送信）ずる . 6-74 

電話帳やお気に入りデータをダウン□ー ド 

(受信）ずる . 6-75 

PHONE TO • MAIL TO * FAX TO - WEB TO 機能を使う 

PH 日 NET 日機能を使ラ .6-76 

MAILT 日機能を使う . 目-7日 

FAX T 日機能を使う .6-77 

WE 目 TO 機能を使う . 目-77 


第7章ナンパ-•デイスプレイ鬧 


L モードを便利に使5 

木 —ル自動受信 .6-1 8 

切り忘れ防止タイマー . 日-18 

端末機器自動設定 .6-19 

センター番号確認 . 日-19 

証明書設定 . 日-19 

電話帳データ送信 . 日-20 

お気に入りデータ送信 . 日-20 

画像表示 . 目-2日 

メールについて 

ル ニューについて . 日-22 

ルの送受信可能文字数 . 日-22 

便利なールの設定や機能について • • • • 目-23 

メールを新しく作って送信ずる 

ルを作る . 日-24 

メールを送信する .6-26 

メールを受信ずる/表示ずる 

六ールが届いたときは . 日-27 

L モード利用時の X ツセージ到着お知らせ 

ヴービスについて . 日-28 

ール到着通知音の設定を変更する ■ • • ■ 6-29 

ル自動受信とは . 日-30 

ール自動受信を設定する 

ツセ— ジあり通知ごと） . 日-32 

方ール自動受信を設定する 

(指定時刻ごと） .6-33 

ルを手動受信する . 日-34 

ール自動受信完了音の設定を変更する-- 6-35 
メ ー J レを表のすな . り-36 

誰か6メールを使ラ 

アニ -シヨン表示を設定する . 目-37 

名前表示を設定する . 日-39 

受信メールを保護ずる . 6-40 

メールに返事を出ず/転送ずる 

ルに返事を出す（返信） .6-41 

メールを他の宛先に転送する .6-42 

相手のメールアドレスを電話帳に登録ずる•- 6-43 
定型文を入れる 

定型文を入れる .6-44 

定型文を編集する . 日-4已 

メールを編集ずる 

送信済 ルを編集する . 日-46 

未送信 X - ルを編集する . 日-47 

未送信メールを一括送信ずる . 6-48 

メールを削除ずる . 6-49 

ブラウザヴービスについて . 色-己2 

暗号化通信について 

暗号化通信のしくみ .6-53 


2 3 5 6 7 
7 7 7 7 7 
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キャッチホン-ディスプレイを利用ずる 

通話中に電話がかかってくると .7-8 

キャッチホン•ディスプレイを利用設定する••7-日 
通話中に電話がかかってさたとさの画面表示•- 7-1 1 


着信記録を表示ずる 

親機で着信記録を表示する .7-12 

テ機で着信記録を表示する .7-13 


着信記録を使って電話をかける 

親機で着信記録を使って電話をかける • ■ ■ 7-14 
テ機で着信記録を使って電話をかける • • • 7-1 已 

着信記録を使ってファクスを送る 

親機で着信記録を使ってファクスを送る ■ ■ 7-1 日 
テ機で着信記録を使ってファクスを送る ■ ■ 7-17 

着信記録を電話帳に登録ずる 

着信記録を親機の電話帳に登録する • • • • 7-18 
着信記録を子機の電話帳に登録する • - • ■ 7-19 

着信鳴り分けを利用ずる 

親機の鳴り分けを設定する .7-20 

親機の鳴り分け時の呼出音を選ぶ .7-21 

テ機の鳴り分けを設定する/呼出音を選ぶ•- 7-22 

着信の種類に合わせてお断りのメッセージを流ず 

お断りに設定すると .7-23 

非通知-公衆電話-表示圏外お斬りを 

設定する .7-24 

特定の番号か6の電話にお断りのメッセージを流ず 

お断りしたい番号を登録する .7-26 


第8章こまつたとまは H を 


声び聞こえにくいとをは 

親機送話音量を調整する .8-2 

テ機送話音量を調整する .8-2 

テ機受話音量を調整する .8-2 

記録紙に白や黒い線が入るときは 

読み取り部（ガラス）を清掃する .8-3 

読み取り調整をする（読み取り調整シート） • ■ 8-4 

お手入れのしかた 

親機を清掃する .8-5 

記録へッドや□—ラーを清掃する .8-5 

充電端テや充電器、テ機を清掃する .8-5 

原稿や記録紙びつまったときは 

原稿がつまったときは .8-6 

記録紙がつまったときは .8-7 

インクリボンを交換ずるときは .8-8 

こんなときは（親機） . 8-1 1 

こんなときは（子磯） . 8-17 


こんなとをは （ L モード） 

ル .8-19 

ブラウヴ .8-20 

こんなときは（ナンパ‘一•ディスプレイ） • • 8-21 
こんなときは （ ADSL / 旧 DN ) .8-23 

こんなときは（エラー表示/アラーム音） 

親機を使っているとき .8-24 

L モードを使っているとき .8-26 

テ機を使っているとき .8-30 

停電になったときは 

増設電話機を利用する .8-31 

巧電池を交換ずるとをは 

テ機の充電池を交換する .8-32 

故障かな？と思ったときは（修理依頼される前に） 

強制 U セットする .8-34 

電話回線を ADSL や旧 DN に変更したときは 


ISDN か 6 ADSL に変更したときは ■ - ■ • 8-35 
一般回線か 6 ADSL に変更したときは--- 8-37 
一般回線か 6 ISDN に変更したときは••- 8-38 


第日章ご参考に 


別売品/消耗品 .9-2 

親機の登録や設定-電話帳の内容を初期化ずる 

登録や設定の内容を工場出荷時に戻す 

(電話帳於外初期化） .9-3 

電話帳に登録した内容をすべて消去する 
(電話帳全消去） .9-3 

初期設定（工場出荷時）一覧表 .9-4 

特別設定について 

発信音待ち時間 .9-6 

お声拝聴 .9-6 

おまかせ受信 .9-6 

縮ノ」、受1百 . 9-/ 

受信モード .9-7 

分割 コピー .9-8 

TA 対応 . 目-8 

ナンパ'-.ディスプレイ . 目-8 

キャッチホン切誓時間 .9-9 

デモ起動 .9-9 

仕様 . 9-10 

区点コードー覧表 . 9-1 2 

登録/設定早見表 

登録/設定項目一覧表（親機） . 目-24 

機能選択項目一覧表（親機） . 目-27 

機能項目一覧表（テ機） . 目-27 

さくいん . 9-28 
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保証と アフターサービス （よくお読みください) 


保証書（別添） . 日-34 

補修用性能部品の保有期間 . 日-34 

不明な点や修理に関するご相談は .9-34 

修理を依頼されるときは . 日-34 

お客様ご相談窓口のご案內 

修理相談センター . 日-3已 

お客様相談センター . 日-3目 

リモート操作手順力ード . 9-37 
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テ機を巧電ずる 

充電器を接続する . 

子機を壁に掛けて使う . 

充電池をセツトしてテ機を充電する 


ご使用の前に知っていただきたいこと 

ご使用にあたってのお願い 

子機について . 

この装置について . 

接続について . 


受話音量やスピーカーの音量を変える 

親機の受話音量を変える . 

親機のスピーカー音量を変える 

テ機の受話音量を変える . 

テ機のスピーカー音量を変える•••- 


操作ガイドボタンを使ラ（親機） 

操作ガイドを表示する . 1-25 

操作ガイドに沿ってファクスを送る .1-26 


各部の名前とはた6き（親機） 

各部の名前 .1-9 

操作パネル .1-10 

ディスプレイ表示 .1-12 

ディスプレイを調節する .1-13 

各部の名前とはた6き（子機） 

各部の名前 .1-14 

ディスプレイ表示 .1-1 已 

親機を接続する 

電話回線に接続する .1-16 

記録紙ホルダー、記録紙ホッパーを取り付ける ••1-17 

ADSL 回線をご利用のときは .1-18 

ISDN 回線をご利用のときは .1-18 

回線種別を合わせる（変える）ときは .1-19 

インクリボンをセツトずる .1-20 

記録紙をセットずる .1-22 
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取扱説明書の見かた .1-4 
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曰付と時刻を合わせる 

親機の日付と時刻ををわせる .1-34 

テ機の時刻を合わせる .1-3 已 

あなたの電話番号や名前を登録ずる（親機） 

あなたの電話番号を登録する .1-36 

あなたの名前を登録する .1-37 

親機でで宇を入力ずる 

文字の種類（入カモード）を選ぶ .1-38 

文字入力一覧表 .1-39 

ひ6がな/漢字を入力する .1-40 

カタカナ/英字/数字を入力する .1-41 

文字を修正する .1-42 

文字の入力方法 .1-42 

モ機で文字を入力ずる 

文字の種類（入カモード）を選ぶ .1-43 

文字入力一覧表 .1-44 

文字を入力する .1-4 已 

文字を修正する .1-46 

文字の入力ち法 .1-46 
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呼出音量や呼出音の種類を変える 

親機の呼出音量を変える .1-27 

親機の呼出音を鳴らさないよラにする ••••■ 1-27 

親機の呼出音の種類を変える .1-28 

テ機の呼出音量を変える .1-30 

テ機の呼出音を鳴らさないよラにする ••••■ 1-30 
テ機の呼出音の種類を変える .1-31 
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大をな日型カラー液晶画面_ 

大きな画面に文きも大きく表示します。カラ 
一液晶なので見やずくなりました。 

※カラーでファクスを送受信したり、コピー 
やプ U ントをすることはでさません。 



か5<り時計機能 
(岐 5-27 〜 5-28 ぺージ） 

ミ 夫まった時刻（毎時0分）になると、液晶テ’ 
ィス プレイび点口し、 アニメー シ ヨンを 表示 
したり、メ□ディ ーを 流ずことができます。 

※工場出荷時は7時か621時まで、からくり 
時計機能が動作する設定になっています。 

(7 時から21時の毎時日分に「森のくまさ 
ん」のメ□ディーが流れ、アニ方ーシヨン 
が表示されまず。）動作させるかどラかの 
設定は1時間単位で変更でさます。 


誰か目メール機能 
(防 6-37 〜 6-39 ぺージ） 

電話帳にメールアドレスび登録されているホ目手 
か6のメール受信時は、名前を表示してお知5 
せしまず。また、そのうちの最大5件までは設 
定したアニメーションでお知らせします。 

見てか目プリント機能 
(岐 3-23 〜 3-27 ぺージ ） 

メモリー受信したファクスの内容を画面 
に表示することびでさまず。 

※最初は「見てからプリント」ではなく、 
「メモ U —受信」になっています。 

「 FAX 受信ちまを選ぶ」の設定で、院 
てか6プリント」に設定するとお使い 
になれます。（臨己-1己ぺージ） 

見てからダイヤル機能 

(岐 2-26 〜 2-28 ぺージ）_ 

電話帳の登録者に、簡単な操作で電話をかけた 
りファクスを送ることができます。 

読上げボイスダイヤル機能 
(陪 2■も3-8、 5-5 ぺージ） 



の®® 
@©(4 
の®留 
©衙® 


親機で電話をかけるときやファクス 
を送るとき、巧したダイヤルボタン 
の番号を、 スピーカーの 音声でお知 
5せしまず。番号を確認しなが5ダ 
イヤルずることができ便利です。 

(テ機にはこの機能はありません。） 

カレンダー機能 
(岐 5-29 〜 5-30 ぺージ） 

カレンダーに！曰2件までの予定を登録してお 
くことができます。（最大100件）。 

予定を登録した曰の前日と当日、液晶ディスプ 
レイに表示してお知5せしまず。 



操作ガイドボタン 
(岐 1-25 〜 1-26 ぺージ） 

このボタンを巧ずと、ファクス送受信や L モ 
ード、エラーが起こったときの操作方法など 
を表示しまず。 

液晶画面に表示されるガイドに従って、実際 
にファクスを送ることもできまず。 


f 巧りたい項目を〔巧で選んで 

U ミ..ま沼を押してね！ 


液晶操作が仆’ 




1 py ミス； 

2 ファ フスを受けるとを 
3「受信 FAX びあります」 

4松夕-にメ-ルび届いています 


I ;タページ T 
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特長 
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2 メインメニュ - 
3マイメニュー 
4アドレス入力検索 
己画面メモ 
目お気に入り 





※この製品には、当社びミ夜晶画面で見やすく、読みやすくなるよう設計した LC フォントを搭載して gW 
います。ただし、絵記号など、一部 L 巳フォントでないをのをあります。 

※本製品には、当社び独自に開発したアニメーション技術 「 E - アニメータ」を搭載しています。 

本ソフトウエアの一部に 、 Independent JPEG Group び開発したモジュールび含まれています。 


® 



液晶画面付コードレスモ機 


液晶画面に電話番号や名前（カナ）を表示。 

モ機の操作でファクスの送受信をずることを 
でさまず。 

着信メ□ディー作曲機能 
(阿已 -9 〜 5- 14ぺージ） 

テ機の呼出音は、自分で作ることちできまず。 

モ機スピーカーホン 
(腐^-7〜を8ぺージ） 

テ機を置いたままで、相手のちとお話しびで 
をまず。 





L モードが応 


m 

(@第6章 L モード） 

m 


簡単な操作で、暮5しに役立つ情報を検索し 
て見ることができまず。 

また、パソコンや携帯電話などとメールのや 
0と0ちでをまず。 

NTT との加入契約と、月額基本料び必要でず。 
(有料） 


田 


■トツフメ ニユ- 


ナンパ- • ディスプレイ/キャッチホン • 
ディスプレイ/ネ-ム • ディスプレイ巧応 
(瞻=ま7章ナンパ-•ディスプレイ） 


電話に出る前やキャッチホンでかかってきた 
相手のちの番号を確認できまず。また、親機 
はネーム-ディスプレイ対応でずので、ま号 
と同時に巧手の名前も確認でをまず。 

NTT との契約が必要でず。（有料） 
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いろいろなサービスち利用でをます 


ミミ'1 
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電話をかけ直す（再ダイでル) 


視機で電話をかけ直す 

旧手の方びお話し中などで.ち)ラー度まをかけ直す 
こをは，巧ブイヤルボタンを废つて圏串に至おを oy ブ 
宣すことびでさます。 

南磁では.量をにかけた里話害号が1件紀巧されてい 
卖す。 





"。ゴ 


I き話活を巧る 



!ツーとい5有び聞こ 
をたら 




を巧す 


I 广 

里号は32’ 


♦現糖で巧ダイヤルでさる番号は32ケタま 
でです。 

♦まちがい里話を防ぐために. r ツー」とい 
ラ音をおかめたあと、再タイヤルポタンを 
巧してください。 

♦展をにかけた巧手の方に覃語をかけます。 


I 适，でやめるとまは- 

受屋器を民しまず。 

I 拐 g の再ダイヤルの記记をミ肖をすると宝は 

受夏器を国いたまま揉巧します。 

①,，ぶ b を巧で 
©飄を押す 

感「ビー J と鳴 D 巧タイサルの記ながミ肖去で: n 
ます。 


巧お巧 S せ 


• 呼 U 化し中や通お中に娱コでダイヤ J レボタンを巧 
すと.巧に再タイヤルしたとさ.ちび5ところに 
電話びひびることびあ D ます。このとさは.ダイ 
ヤルボタンを巧してかけ因して<ださい。 

♦再ダイヤルの番号は，转篇と子巧で巧々に記属し 
ています。視おでかけた吾ちを子措で再ダイヤル 
ずることや，デおでかけたま号を親祗や化のモ措 
で再ダイヤルすることはでをません。 

• 再ダイヤルで重話をかけ直ずとさは.扇上げボイ 


乂ブづル巧目己け四で aiiinjo 

2-30 


r タィトル ) 

ページの操作や項目を表しています。 

能説明 ) 

機能の内容をイラストなどで説明して 
います。 


な栗作手順） 

基本的な操作を説明しています。 


海足説明 ） 

操作に関する補足事項を説明しています。 

( k 加説明 ) 

操作の途中や、こまったとさのアドバ 
イスなど追加操作について説明してい 
ます。 

お知5せ J 

制約事項や便利で役立つ内容を説明し 
ています。 

ンデツクス ) 

操作したい項目を簡単に検索でさます。 


操作手順でのボタンやマークの意は 

取扱説明書内では次のよ5に表記していまず。 

■ はソフトボタン （B を]-12ページ）でず。ソフトボタンは操作によってボタン名び切り替わり 
ます。操作するとをは0の部分を押してください。 

■ ；^； - (►'i - (A) - (V) はマルチフアンクシヨンキーの4ち向（左-も.上-下）を押す操作を示して 
しほす。^は親機の L / 決定ボタン、は子機の機能ボタンを押す操作をおしてしほす。 



^巧扱説明書の見かた 


i ; じ；り。1 



奎話をかけ直す(再タイヤル) ■ 


ご使用の 
前に 


取扱説明書の見かた 
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読み取り調整シート . 

通信テストシート . 

な証» . 

シヤープスぺースタウン for L モードご案内- 


取扱説明書 . 

かんたん操作ガイド . 

かんたん取り付けガイド . 

L モードサービスのご案内-お申込八ガキ等’ 


をお知 S せ 

♦この製品は、厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますび、万一不具合びありましたら、お買いあげの版 
売店またはちよりのシャープお客様ご相談窓□までご連絡ください。（咳=日-3已〜 9-3 日ぺージ） 

• お客様または第云ちびこの製品の使用を誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品の使用に 
よって受けられた損害につい口ま、法令上賠償責任び認められる場合を除志当社は一切その責任を負いませ 
んので、あらかじめご了承<ださい。 

• この製品は使用誤りや静電気-電気的ノイズの影響を受けたとさ、また故障-修理のとさは記憶内容び変 
化-消失する場合びあります。 


付属品の確認 


このたびは、 r インターネット;'夜晶ファクシ SU 」 をお 
買し质げしすこだき、まことにありびとうございました。 
まず、なのものびすべてそろっているか、確認してく 
ださい。ちし足りない場合やちびラものび入っている 
とさは、お買いあげの販売店にご連絡ください。 



親機 1台 

卿 

受話器1個 
受話器コード1本 

グ^ 

W31CL:1 台 
j ^?=5\UX-W31CW : 2台 

\ 

巧電器(子機用） 

UX-W31CL :1個 
UX-W31CW : 2個 

唆 

巧電池ふた(子機用） 

UX-W31CL :1個 
UX-W31CW : 2個 

充電油(テ機用） 

UX-W31CL :1個 
UX-W31CW : 2個 

AC アダプター (子機用） 
UX-W31CL :1個 
UX-W31CW : 2個 

電話機コ-ド（約 2 m) 1本 

お試し用インクリボン （lOm) 1本 

インクリボン用ギヤ 
緑色：1個 
白色：1個 

解蘇 

記録紙ホッパー1個 

ク 

雲己録紙 ホルダー 1個 

% 


♦付属のお試し用インクリボンは、別売品のインク1」ボンに比べて長さび短くなっています。お早めに別売品 
のインク U ボンを準備されるよラおすすめします。 

♦お試し用のインク U ボンびなくなったら、インク I 」ボンのみを廃棄して別売のインク U ボンに交換してくだ 
さい。ギヤ（緑色1個、白色1個）は廃棄しないでください。 

♦充電器（モ機用）の壁掛け用のネジは付属していません。壁に掛けてお使いのとさは、巿販のネジをお買い 
巧めください。（防 1-23 ぺージ） 
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枚枚部部 
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B ^ 
ffi fip ttp ^ 
^ ^ ^ ^ 


付麗の讓 
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この製品のご使用にあたって、 NTT のレンタル電話機び不要となる場合は、 NTT へご連絡くだ 
さい。ご連絡いただいた曰ををって、 ni お使巧料 J は、不要と なります。 

詳しくは、 局番なしの 116 番（巧料） へお問い合わせください。 


この製品をほ用でをるのは、曰本国巧のみでず。規格などび男なるため巧かでは使用でまません。 

This facsimile is designed for use in Japan only and cannot be used in any other 
country. 


子機について 



■ ほ用節囲を確かめる 

子機と親機間の電波の届く距離は、周囲の環境に 
よってち異なりまずび、半径約^00 m です。（直 
線見通し距離） 

内線通話（防 =2-32 〜 2-33 ページ）しなびら子機 
を持って移動し、通話びでさる範囲をお確かめくだ 



■ モ煤はいつち充電器に戻してお< 


子機は使わないとさを、充電器に戻しておいてく 
ださい。充電のしすぎによって、故障することは 
ありません。正常に充電されるよラテ機を充電器 



■ 規機とモ機の囲に居害巧のある場所で使わない 

マンシヨンなど鉄筋コンク U - 卜の建物内や構造 
に金属び使われている住宅や大型の金属製家具の 
近くなどは、電波の届く距離び短くなることびあ 
ります。 



■ 巧音げ入ることげち日まず 

自動車やオートバイび近くを通ったとさや、堂光 
灯のスイッチを「入」「切」したとさなど、雑音 
び入ることびあります。 



■ "房受"にごを意<ださい 

この商品は盗聴防止スクランプ j レ機能を搭載して 
いません。 

コードレステ機を使っての通話は、電波を利用し 
ていますので第云者び故意または偶然に受信する 
ことも考えられます。 

機密を要する重要な通話には、親機のご利用をお 
ずすめしまず。 

傍受（ぼうじゅ）とは、無線連絡の内容を第兰ちび 
后りの受信機で故意または偶然に受信することです。 


^ご使用の前に知っていただをたいこと 

|[ ご使用にあたってのお願い 


ご使用の 
前に 


ご使用の前に知つていたださたいこと 
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ごほ用の前に知っていただをたいこと 


■ 視機のアンテナはなてて伸ばす 

電波の届 < 距離び短かつたり、雑音び入ることび 
ありますので、親機のアンテナは必ず立てて伸ば 


■ 受話□やスピーカーの巧をふさがない 

受話□やスピーカーの穴をふさぐと音び聞こえに 
<<なります。 





■ モ機の呼出音は、遅れて鳴0まず 

電話びかかつてくると、はじめに親機の呼出音び 
鳴って、そのあと、かし遅れてモ機の呼出音ち鳴 
0ます。 


■ 送話 □ (マイク）をふさびない 

こちらの声び巧手のちに聞こえにくくなります。 





アンテナにコードを巻き付けない 

親機の電源コードや電話機コーに充電器の AC アダプ 
ターケーブルをアンテナに巻さ付けないでください。 
着信時にテ機の呼出音び鳴らなくなったり、通話 
時に雑音び入ったりすることびあります。また、 
アンテナび破損する原因となります。 



7イク 


■ 取0巧いについて 

ご近所で子機び使われているとさは、正しく動作 
しないことびあります。 

こんなとさは、一時的に親機をお使いください。 

■ モおや充電おを設置ずるとさは 

親機や他の増設テ機、 PHS / 携帯電話の充電器、 
その他の電気製品などと一緒に置かないで<ださ 
し、（でさるだけ離してください。） 

テ機の呼出音び鳴らなくなることびあります。 


-内蔵のリチウム電化について- 

•本体の時計は U チウム電池で動いています。 

• U チウム電池の寿命は、連続的に電源コードを抜いたが態で、約日年間です。 

• U チウム電池の交換は、お買いあげの販売店やシャープサービス窓口へご依頼ください。（有料） 





ご使用の前に知つていただきたいこと 
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ごほ用の前に知っていただをたいこと 


I この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 [ VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装置で 
す。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使用されると、受信障害を引を起こすことびあります。取扱説明書に従って正しい取り 
扱いをしてください。 


■ ブランチ式{並列）に接続しない 

参下図のよラに、一つの電話回線を2つしソ上に分けて並列に接続しないでください。共鳴したり、正常 
に機能び動作しなくなったりすることびあります。また、他のコードレス電話機と並列に接続する 
と、電波び干渉し合って子機の呼出音び鳴らないことびありまず。同様にパソコン等を並列に接続し 
ないでください。パソコンを並列に接続ずると、バソコンでメールやインターネットをお使いのとを 
電送速度び遅くなることびありまず。 


NTT へ 



ブランチ式 

ん八// NTT へ可 

ブランチ式 


// NTT へ \[ 

ブランチ式 

(並列） 

_I // LJ 

(並列） 

LJ 

// U - 

(並列） 


X 




パソコン等を接続ずる場合は、市販の電話回線切替器を接続すれば、 
用でをまず。 

電話回線切督器 


-つの電話回線を切り替えて使 



■ 捐巧空換機 （ PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンへの接続について 

参構内交換機 ( PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンなどへ接続する場合は工事び必要です。 

参お使いになるホームテレホンや交換機などの機種によって接続ち法び異なります。 

参構内交換機 ( PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンに接続した場合、機種によっては L モード、ナン 
バー-ディスプレイをご利用になれない場合びあります。ご利用になれない場合は、ナンバー■ディ 
スプレイの設定を「使用しない」にしてお使いください。 （ b ®=7-3 ぺージ） 

•構内交換機 ( PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンに接続した場合、本商品！;!がの電話機で受けたあと 
ファクスに切り替えることびできない場合びあります。 


構内交換機 ( PBX ) の場合 



参ホームテレホンとは 

電話回線1本で複数の電話機を設置でさて、内線 
通話などもでをる家庭用の簡易交換機です。 

• ビジネスホンとは 

電話回線を2本(上持っていて、その回線ををく 
の電話機で共ちできる、内線通話なども可能な簡 
易交換機でず。 


接続にごいて 




この装置について 


i 用器に知つていただキ」たいこと 
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各部の名前とはた s を（親機) 


記録紙ホルダー 

ここに記録紙をセッ 
卜します。 

原稿挿入 □ 

ここに原稿をセット 
します。 

原稿ガイド 

原稿の幅に合わせま 
す。 

フックスイッチ 

スピーカー 

録音を再生している 
とさや、オンフック 
ボタンを押して受話 
専用にしているとを 
は、ここから聞こえ 
ます。 

受話器 
受話器コード 

原稿排出 □ _ 

原稿びここから出て 
をます。 


ん記録紙ホッパ- 



セツトした記録紙を支えまず。記録紙をセツトしてい 
ないときは、窓の部分にお好きなポストカードなどを 
入れ、フオトフレームとしてもお使いいただけまず。 




□ 000 
□ 000 
□ 000 
□ 000 

圆組 



インクリボンを交換ずると 
をや、原稿、記録紙びつま 
つたとさに、このボタンを 
押して操作パネルを開けま 
す。 

記録紙排出 □ 

記録紙びここか5出てさます。 



たりすることびでさます。 

(電話機を増設する防已 -2 1 ぺ一义 
停電になったとき防 8-3 1ぺージ） 




各部のを前 


霞の名前とはたらキニ親機) 


1-9 










































































































































さ部の名前とはた 6 き（規機) 


操作パネル 


このファクシ5リの形名で 
す（ UX - W 31 CL または UX - 
W 31 CW ) j 


カラー液晶ディスプレイ 
(臨 1-1 2ぺージ） 


SHARP 


「 L モード」 

:続中 まず0 


〇 

L モード 

接护 I 


に接続している間、緑色のランプが点灯してい 


「 L モード」にメールが届いたときや、「受信 FAX があり 
ます」やエラー X ッセージげ待機画面に表おされたとき、ホ 
色のランプが点灯してお知らせします。※ 


表示因 
お知らだ 
if 認 


◎ ◎ ◎ 



ABC DEF 


©(g)@ 

GHI JKL MNO 

@@@ 

PQRS TUV WXY2 


卜ーン 記号 

© @ © 

W 巧生 ► MH 

f 図))) 1 f ? 操作、 

\WBj しカイド J 


見てからのかレ 


に回该断 

?キでッチ/消去スンフック 


- 

/ 



/ 


ソフトボタン〇®。 1-1 2ぺージ） ) / 

/ 



BL / 決定ボタン 
_ (B ぞ第6章 L モード） 

「 L モード」へ接続すると 
さに使います。また、選お 
や入力した内容の巧定に使 
います。 


※通信エラーなどでお知らせ 
ランプび点打している場合、 
ファクスを受信するなどす 
ると、お知らせランプは消 
永9 〇 


固 


マルチフアンクシヨンキー 


登録や設定項目を選ぶとをや、電話帳で相手のちを選ぶと 
きに使います。ディスプレイに表示した画像をスクロール 
させるとさにを使います。 

また、押すち向によって次の機能を兼用しています。 


r みは、宿量） 

(臨 1-32 ぺージ） 

受話音量を変えるとさに使 
います。 

>(▼) は、 iissii / 呼) K 音量） 

(臨1-27、 1-32 ぺージ） 

呼出音量、スピーカー音量 
を変えるとさに使います。 


>イ:は、己!再ダイヤル/(ポーズ） 
(防 2- 13、2-30、 3- 12ぺージ） 

同じ相手のちにをラー度ダイヤルず 
るとをに使います。（再ダイヤル） 
また、電話ま号の登録のを中で、 
待ち時間を入れるとさに使います。 
(ポーズ） 

>’:►) は、の見てか5ダイヤル/電話幅 
(が 2-1 7、2-18、2.26~2-28'3-1 2,3.1 4ベ-巧 

電話帳で巧手のちに電話をかけ 
るとをに使います。 

見てからダイヤルに電話ま号を 
登録したり、電話をかけたりフ 
アクスを送ったりするとさに使 
います。 


― \ 


尚 


〇 


各部の名前とはたらき(親機) 


ご使用の 
前に 









































































































さ部の名前とはた 6 を【規機) 



〇 内線/巧留ボタン 
WM (|@=2-1〇、2>32、2"34、2"36ページ） 

子機と内線でお話しするとをや、 
相手の方を保留メ□ディーでお 
待たせするとさに使いまず。 


f («( ) キャッチ/消ち盾薩こ三ボタン 

ゎッチ® (にを已-吕已、巨-7ぺージ） ノ 

各種消まメニューでさ項目の内 
容を消したりするとさに使います。 
また、キャッチホンを利用ずる 
ときも使います。 

「L モード」をご利用時には、 
画面表示をそのままにして回線 
を切断ずるとさに使いまず。 


@ オンフックボタン 

ォンフック _(防2-3、 3-10 ぺージ）_ 

受話器をおいたままダイヤルず 
るとをに使いまず。 





各部の名前とはた日さ(親機) 











































































さ部の名前とはた 6 を（規機) 


日付•時間表示エリア } 

曰付-時刻を表おします。 


メモリー表示エリア 

なミろ设信メ-ル件数表示） 
「L モード」のサービス利 
用時に保存されている受信 
メールの件数を表示します。 

(留守録音件数表示） 
留守録やメモ録音している 
件数を表示します。 

も (メモリー受信件数表示） 
ファクスをメモ U- 受信し 
ている件数を表示します。 


I メモリ-受信メール自動 呼出音四 

4/17( 木） 

1 4 ■ 38 pm 


ド、;? 

1 件 

1 山^ 3件 

1妊2件 

がち卜 AX があ 0 ます 

1カレンダ ー1 機能選択受信 FAX — 覧'登録 


表。因 
お知らせし） 
確認 


0 0 0 


―し キャラクター表示エリア） 

工場出荷時は「か5くり時 
計」を表示してし''ます。「内 
蔵アニ-シヨン」、「力 
レンダー」に変更すること 
がでをます。 

「L モード」 を 利用してダ 
ウン □ー ドした データを 
画面モに保存して表示 
することちでさます。 

(腐^己-2、日-7日〜 6-7] 
ぺージ） 

―エラー/メッセージ表示エリア J 

「通信エラー」「原稿び 
つまっています」などの 
エラー表示や「受信 FAX 
びあります。'''」などの 
メッセージを表示します。 


ソフトボタン表示エリア/ソフトボタン； 

操作に必要なボタンの名称びディスプレイに表示されますので、 
表示の下の0を押しまず。（表示部分を押しても動作しません。） 
ディスプレイび消なしているとさは、これらのボタンを押ずとデ 
イスプレイび点灯し、待機画面になりまず。 

ディスプレイび消なして、^び点灯しているとをはこれらのボ 
タンを押してエラー/メッセージをお認してください。 


費お知 S せ 

• エラー/メッセージ表示エリアに表示されるメッ 
セージび長いとさは、文字び自動的に流れて全文 
表示されまず。そのとさ、文字びにじんで見える 
ことびありますび、故障ではありません。 


設定状態表示エリア 


メ刊-受信 

ファクスをいつたんメモリーで受け、受信び終了してからプリントする設定のとをに表示します。 
また、ずぐに記録紙にプリントするように設定すると、「」と表示します。メモリーで受 
け、画面で見てからプ U ントする設定のときは、「ちてか巧い卜」と表示します。 

メ-ル自国 

メール自動受信 （B を己-30〜日 -33 ぺージ）び設定されているときに表示します。 

巧出音四 

呼出音を鳴らさない設定にしているとさに表示しまず。 


待機画面（通話や操作などをしていないとを）では下記のよラに表おします。 

ディスプレイは、待機画面になってから約]□分間、点なしていますび、その後消なしまず。 
節電のため、ディスプレイび消なするまでの時間を短くすることびできます。3ページ) 


尚 


ディスプレイ表示 


C 


各部の名前とはたらき(親機) 


ご使用の 
前に 
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さ部の名前とはた 6 を【規機) 


ディスプレイを調節する 


液晶ディスプレイのコントラス 
卜を調^ることげできまず。 

① を巧したあと、 

@ © と巧す 

② ;◄} またはで調整する 

液晶コントラスト調整 

がい1111 濃い 


な> で調整，決定]で;夫定 


③ @を押す 

④ @を押す 

液晶ディスプレイび消なずるまでの時間をを 
更ずることびでをまず。 

①'胃^'を押したあと、 

MNO^ DEF 

@ @と巧す 

@|:：^)または|:'平）で 

「通常モード」または r 省エネモード」 

を選ぶ 

バックライト消口時間設定 

1通巧モこド 
2省エネモード 


巧で選択，決定]で;夫定 


♦通常モード…待機画面になってから約 
10分後に消なします。 
•省エネモード'''待機画面になってから 
約4分16秒後に消な 
します。 

③ 區)を押す 

④ 歴]を押す 


液晶ディスプレイは見えやすい角 
度に調節することびでをます。 



※液晶ディスプレイの角度を調節 
するときは、ゆっくりと調節で 
さる範囲で動かしてください。 
速く動かしたり、調節でさる範 
囲し U 上に起こそうとしたりする 
と、故障の原因になります。 






各部の名前とはた日さ(親機) 


■13 







































し 7 ルチフアンクシヨンキー_ ) 

電話帳で相手のちを還ぶとをや、登 
録操作をするとをに使います。 

また、押すち向によって、なの機能 
を兼用していまず。 

*‘>)|>)は、 を; (音量） 

(防 1-33 ぺージ） 

お話し中に、受話音量を変えると 
をに使います。 

:は、己!再ダイヤル（ポーズ） 
(防 2- 19、2-31、已-4、7-13、 
7-1 已、7-17、 7-1 9ぺージ） 

同じ相手のちにちう一度、電話をかけ 
直すときに使います。（再ダイヤル） 
ナンバー-ディスプレイをご利用 
時は、着信した巧手のちのを号や 
名前を表示でさます。 

また、電話番号の登録や発信の途 
中で、待ち時間を入れるとさに使 
います。（ポーズ） 

• '» は、口電話帳 
(防 2- 19ぺージ） 

電話帳に登録するときなどに使いまず。 


登録操作や、ファクス 
を送受信するとをに使 
います。 



文字を入力するとさ、カナ入カモー 
ドや英字入カモードに切り替えると 
さに使います。 

また、キャッチホンを利用するとを 
に使います。 

»切ボタン（表示ランプ兼用） 

通話をやめるとさ、また、登録操作 
を途中でまちびえたとさや、やめる 
ときに使います。 


な喊唆、 

。る) 知 )度泣 
( 7 ^ (6^ ( 9 ^^ 

1 W [OiiJ I tt i 


^ホットラインダイヤル ' 

(防 2-29 ぺージ） 

ホットラインダイヤルを使って電話/ 
をかけるときに使います。 I 

<通話ボタン（表示ランプ兼用） ' 
、（防2-4、 2-6 ぺージ） 

外へ電話をかけるとさや受けるとを I 
に使います。 / 


通話中に、巧手のちをお待たせずる 
ときや、親機と内線通話をするとき 
に使います。 

また、入力した文字を消すとさにを 
使いまず。 
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テ機を置いたまま、巧手のちとお話 __ 

しずるときに使います。 "S"/ ■い)宿 量） ボタン 

(スピーカーホン通話） I (が 1-30、 1-33 ぺージ ） ' 

呼出音量や スピーカー 
音量を変えるとさに使 
います。 



機能（ファクス）ボタン 
(防壬1己~3"1目、ら1がージし 


カナ/キヤツチボタン 
、（防 1-43 〜 1-46、已 -2 已ぺージ) 


時スピーカーホンボタン 
、（臨 2-7 〜 2-8 ぺージ） 


巧留/内線/ク U ァボタン 
(i®=l-44、1-46. 吕-10、 2-33 

扛ジ） 一 


ダイヤルボタン ■ 

電話をかけるとをや、文字を入力す 
るとさに使います。 

また、次の機能を兼用しています。 

10) 煩し）ボタン （防 4-7 ぺージ） 

再を中に録音内容を聞を直したり、 

1つ前の録音を聞いたりするときに 
使います。 

(&リ惟り）ボタン（防 4-7 ページ） 

再生中に次の録音内容を聞くときに 
使います。 

供(早聞き）ボタン （际 4-7 ぺ-ジ） 

録音内容を早く聞くときに使います。 
(約 1.5 倍敢 

リ^^ (トーン）ボタン 
(腐^ 已 -24 ぺージ） 

ダイヤル回線で、プッシュホンヴー 
ビスを利巧するときに使います。 


^各部の名前とはたらき（子機) 

( _各部のを前 


ご使用の 
前に 


各部の名前とはたらき(モ機) 




























































る部の名前とはた 6 を【モ機) 



着信ランプ 


着信びあったとさに 
点滅します。 



充電器のコードを入 
れます。 


AC アダプター 接続端テ" 
(防 1-23 ぺ ージ） ノ 

AC アダプターからの 
コードを接続しまず。 


アラームを 設定していると 
ご I し术しぶよ0 ■ 

スピーカー ホン通話中に_ 
表のしまが。 


通話ボタンを押すと表示し- 
まず。 

呼出音を「切」に設定して 
いるときに表示します。 


ディスプレイ表示 


■ I 


n 


<が巧カナ英要巧電 

曲出音励(優巧呼出1着信 


記録 


優先呼出を設定しているとを 
表术します。 


.カナ入カモー K に設定して 
いるとをに表示します。 

.英字入カモードに設定して 
いるとをに表示しまず。 


-充電ミ也の残量び不足してい 
るときに表示します。 

着信記録の巧認中に表ホし 
ふ9 〇 


※上の図は説明用です。すべて一度に表示されることはありません。 





各部の名前とはたらき(モ機) 
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受話器コードを、ま話 
巧接続端子と、ま話巧 
に差し込む 


電話機コードを、回線 
接続端テとご家庭の電 
話線コンセントに是し 
込む 

参コンセントのタイプについて一、 

直接配線（□ーゼット/プレー 
卜）の場合、最寄りの NTT 支 
店-営業所へご相談ください。 

渡 ^ 

3ピンプラグ式コンセントの場 
合、巿版のモジュラー付の電話 
キャップをお買いホめください。 


固 


♦ 


乂目まな 

接続端子/ 
レバー 


受日占な 



「カチッ」と音びするま 
でしつかり差し込みます。 
がすときは、 レバーを 巧 
さえなびらなさ取ります。 


受話器コード 


回線接続端テ 





万 一、 漏電した場合の感電事故防止のためのア 
ース線を底面のアース端テへネジ止めします。 
アース線は、付属しておりませんので巿版のも 
のをご購入ください。 


尚 


親機を接続する 


し 


電話回線に接続する 


\必ず手順のま号順に接続してくださし、。 


操作のしかた 


親機を接続する 


ご使用の 
前に 
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巧ぺージへ一 





































視機を接続する 


■►つづせ 

\電話回線び自動的に 
設定される 

参1 OPPS の回線を使われてい 
るときは、手動で設定してく 
ださい。（1®= 1-1 9ぺージ） 

-♦回線種別とは- 

電話回線の種類にはダイヤル回 
線 （20PPS、10PPS) とプ 
ッシュホン回線（卜ーン）とび 
ありまず。 

回線の種類び正しく合っていない 
と覇舌をかけることびできません。 

(利用している回線の種類は、 
NTT との契約によります。） 


参「回線種別還択」と表示されたとをは 

回線種別自動設定びでさませんでした。回線の状態によって自 
動的に設定できないことびあります。 

回線種別び合っていないと電話をかけられなかったり、ちびラ 
巧手にかかったりずることびあります。 

こんなとさはなろ〜@で回線を還んでください。 

20PPS ►(1 ぁ） 

ABC 

Iン（プッシュホン） ► @ 

deT 

1 OPPS ► @ 

参回線の種類びわか 6 ないときは（陈= 1 -1 9 ぺージ） 


記録紙ホルダー、記録紙ホッパーを取り付ける 


記録が ホルダーを 
取り付ける 

向をにま意して、図のよラ 
に取り付けてください。 

記録が ホッパーを 
取り付ける 

向きにミち意して、図のよう 
に取り付けてください。 

アンテナを立てて伸ばす 

アンテナを立てて伸ばさな 
いと、電波の届く距離び短 
<なります。 


ファクシミリを設置したとまは 

通信状態を確認することびでさます。付属の 
「シャープファクス無料通信テストのご案内」に 
必要事項をご記入のラえ、シャープファクシ51」 
通信テストセンターまでファクスでお送りくださ 
し、。受信状態を診断して通信結果をお送り致しま 
ず。（ファクス送信していただく時間帯によって 
は、返信に数曰かかる場合もあります。） 

シヤープフアクシミ U 通信テストセンター 
※ま号のおかけ間違いのないよ5ごま意ください 

画0120 -3 巨4889 



巧^お知6せ 

♦構内交換機 （P 目X)、ビジネスホン、ホームテ 
レホンなどに接続されている場合は、回線種別び 
正しく合わないことびあります。 

• IP 電話（インターネットを使った電話）サービス 
をご利用のときは、回線種別び正しく合わないこ 
とびありまず。ご契約されている回線種別をご確 
認の上、手動で回線種別を設定してください。 

(防 1-19 ページ） 

• 電源を入れると、親機の底面等び部分的にあたたか 
<なりまずび、故障ではありません。 

参電源コードと電話機コードはでさるだけ離して設 
置してください。雑音び入ることびありまず。 

♦この商品のプラスチック部分には、光の具合に 
よってキズのよラに見える箇所びあります。これ 
はプラスチックの製作過程で生じるもので、構造 


上および機能上の問題はありません。 
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インターネットやパソコン通信に ADSL を利用する場合は、スプリッタを用いて本商品とバソコンの両ちを 
接続することびできます。 ADSL を利用ずるには、 ADSL 各ヴービス会社への申し込みび必要です。 
♦ADSU こは加入電話と共有するタイプ（タイプ 1) と共有しないタイプ（タイプ 2) びあります。 

タイプ2のときは本商品をお使いになることびでさません。 

タイプ1のとをは、下図のようにスプ U ッタの 「PHONE 端テ」（各 ADSL サービス会社によって名称の 
異なることびあります）に親機を接続します。 

>本商品の回線種別はご契約の回線種別に設定してください。お使いの ADSL モデムによっては回線種別び 
合っていなくてを電話びお使いになれますび、0120 (フリーダイヤル）などびご利用になれない場合び 
あります。 



をお知 S せ 

一般回線やに DN から ADSL にを要した場合、サービス会社や接続条件によっては、次のようになります。 
• FAX び送受信できなくなったり、電話にノイズび入ったりすること等びあります。その場合は、各 ADSL 
サービス会社にご相談ください。 

♦電話番号を通知するよラに還択されていてを、携帯電話、 PHS に発信した場合は、非通巧になります。 
♦発1言時、局番の頭に0000、0120、〇已70、0990等をつけた場合、また110、119、177、 
117、18己、184、122等のま号にかけたとき、かからない（つなびらない）などといった現象び発 
生することびあります。このとをは、契約されている回線種別と機器の回線設定び合っているかどラか 
を確認いただを、合っていない場合は手動で設定しなおしてください。 （B を 1-1 9ページ） 


ISDN 回線をご利用のときは 


インターネットやパソコン通信に NTT の侶 DN 回線 （INS ネット巨 4) を利用する場合は、旧 DN 夕 一5 ナル 

アダプター (TA) を用いて本商品とパソコンの両ちを接続することびでをます。 ISDN 回線を利用するに 

は、 NTT への申し込みび必要でず。 

参 ISDN 夕ーミナルアダプター (TA) の「アナ□グポート」 （TA メーカーにより名称の異なることびあり 
ます）に親機を接続します。 

参夕 一S ナルアダプターと侶 DN 回線間の接続には、デジタルサービス ユニット (DSU) び必要です。あら 
かじめご用意ください。なお、ターミナルアダプターによっては、 DSU び内蔵されている機種をありま 
す。詳しくはターミナルアダプターの説明書をご覧ください。 

•回線種別はプッシュ回線 （P 目）に設定してください。 

•ナンバー-ディスプレイを利用するとをは、ナンバー-ディスプレイ対応のターミナルアダプターを使用 
してください。対応が況は、お使いの TA メーカーにお問い合わせください。 

参ナンバー.ディスプレイに対応していないター-ナルアダプターをお使いのときは、ナンバー.ディスフ 
レイの利用設定を「使用しない」に設定してください。（防 =7-3 ページ） 

•ネーム.ディスプレイを利用するとさは、ネーム-ディスプレイ対応のターミナルアダプターを使用して 
ください。対応状況は、お使いの TA メーカーにお問い合わせください。 

•「L モード」をご利畑こなるときは、 「L モー円に巧応した夕ーミナルアダプター (TA) をご利用ください。 

参 ISDN をご利用のとさは、ター5ナルアダプターによって電話の音量び大さくなりずざる場合びありま 
す。こんなときは 「TA 対応」の設定を変更してください。 （ b ®=9-8 ぺージ） 



尚 


《電話回線を ADSL や旧 DN に変更ずる場合は、 
3已~8-39ぺージ）をご覧ください。 


規機を接続する 

「電話回線を ADSL や旧 DN に変更したときは」 （防 =8- 


ADSL 回線をご利用のとまは 


ご使用の 
前に 


親機を接続する 




























回線種別ををねせる（変える）とまは 


回線種別を親機び自動的に設定でさなかったとさや、電話びかからないとをは、回線種別び正しく設定され 
ていないことびあります。をラー度、回線種別を設定し直してください。 

また、 lOpps 回線をご利用のちも、この設定で 10 PPS に設をを変えてからお使いください。 


20PPS に設定するとさは 


登〇録 ► © ► 0 ► © 


◎ 

厚止 


卜ーン（プッシュホン）に設定するときは 


登録 

0 


恩./-_ し 》HI __ ABC 

© ► ® @ ► 


◎ 

惇止 


10PPS に設定するときは 


登録 

0 


©►愛）►透） ► 



f 贷 ） 

r 

亭止 


をう一度自動で回線種別を設定ずるときは 


(この場合は自動的に1 Opps 回線には設定さ 
れません。） 


登録 

0 


を)►蠻►還) 



参回線の種類びわか6ないときは 

回線の種類は、次のち法で調べることびできます。もし、わからないとさは、最寄りの NTT の支店、営 
業所にお問い合わせください。 



巧"お知 S せ 

• 受話器を取った状態や、オンフックボタンを押し 
た状態で、回線種別を変えることはでをません。 





回線種別を合わせる(変える)ときは 
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操作パネル解除ボタン 


超作け支 II , 


操作パネル解除ボタン 
を巧して操作パネルを 
開ける 

♦操作パネルをいっぱいに 
開けるととまります。 


インクリボンのなのち 
に合わせて、緑ちギヤ 
と白色ギヤを差し込む 

♦ギヤの突起部分をインク 
U ボンの溝にしっかりと 
合わせてください。 


緑をギヤを足手前にし 
て本化ち側の突起にイ 
ンクリボンのなのち側 
をそれぞれ是し込む 


インクリボンのを側の 
白ちギヤはを！!側の溝 
へ、緑ちギヤはを手前 
の溝へ取り付ける 



輪ゴムを切る（切った輪ゴムはギヤの突起部をインク U ボンおの 
必ず取り除いてください。） 溝に合わせる 


白色ギヤ 



緑色ギヤ 緑色 



突起 


緑色ギヤ 


尚 


インク U ボンをセットする 


はじめてお使いになるとさは、付属のインクリボンを 
セツトしてください。 


インクリボンは、当社推奨品をお使いください。 

(腐■日-2ぺージ） 

UX-NR4A4 ( 已 Omx 1 本） 

UX-NR4A4W (50m X 2 本） 

インクリボン已 Om で A 4 原稿を通常使用で 約1已〇枚 プ 
IJ ントずることがでさまず。 

(ごまでは、お買いあげの販売店へお申し巧け<ださい。） 


操作のしかた 


V ンク U ボンをセツ h する 


ご使用の 
前に 
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次ぺージへ一 



























インク u ボンをセットする 


-つづを 

5 緑色ギヤをち印の方向 
へ2〜3回まねしてイ 
ンク U ボンのたるみを 
取る 



>インクリボンの上 
にラベルび貼られ 
ているとさは、貼 
つているラベルび 
か<れるまで巻さ 
取ってください。 


操作/《ネルを巧める前に確認してください。 


インク U ボン取り付けび終わったら、操作ノくネルを閉める前に、をう一度次の①、②をお認して 
ください。①、②が正しくでをていないまま無理に操作/くネルを閉じると、インクリボンのギヤ 
や本体が破損ずる恐れがありまず。 


① 


インクリボン装着時、白色ギヤがを側に乗り上げて、 

斜めに取り付かないようごを意ください。 

(白色ギヤが溝に正しくセツトされているか確認してください） 

^ nTrm — ~ i イン々 u ボン ||インクリボン 

この部分に柔〇 
上げないこと 


この部分に柔〇 
上げている 



@突起にインクリボンのおが 
正しく差し込まれているか 
確認してください。 


操作パネルを閉める 

♦手をはさまないように、 
を意してゆっくり閉めて 
<ださい。 



>「記録紙/インク U ボンお 
認」の表おび約10秒け上 
たってを消无ないとさは、 
インク U ボンびたるんでい 
ます。 

こんなときは、をラー度手 
順1^日^日の順で操作を 
やり直してください。 


■ ほ用済インクリボンの取り扱いについて 

• ご使用済みのインク U ボンにはコピーや受信 
したとをの内容びフィルム上に白く残ってい 
ます。コピーや受信した内容を他の人に見ら 
れたくないとさは、八サミなどで切り刻んで 
から、お捨てください。 

•また、ご使用済みのインクリボンは「燃えない 
ゴミ」としてお捨てください。（地域によって 
は、インクリボンのフィルムは「燃えるづミ」 
として取り扱われている場合もあります。） 

-インク U ボンのフィルムは、ポリエチレン、 
カーボン、パラフィンなどででさています。 

-インク U ボンの芯は紙、ポ U スチレンでできています。 


巧"お知 S せ 

♦インク U ボンは必ず当社巧奨品をお使いくださ 
し、（防 9-2 ページ）当社巧奨品しソ外のインク 
リボンをご使用になると、故障や印刷かすれの原 
因になることびあります。 
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V ンク U ボンをセットする 
































































記録紙を七ットずる 


1度に3□枚まで、記録紙をセツトできます。 



記録紙は、 A 4 サイズの当社推奨品をお使いくださ 
い。 （防 9-吕ぺージ） 

推奨品 la かの記録紙やコピー用紙を使用ずるとプ 
リントがかずれたり、濃くまたは薄くプリントさ 
れることがありまず。 

•普通紙 ( ST -149 FAX ) 

(ごを文は、お買いあげの販売店へお申し付けく 
ださい。） 


操作のしかた 


プリントする面を 
クラ向をにし、記録紙 
ホルダーにセツトずる 
(-度に30枚まで） 



記録がをよくさばいて 
紙の巧端をそろえてか 
5、そコと置くよ5に 
セットして < ださい。 

さばかずに紙の先端を 
そろえずにセツトする 
と記録紙び正常に送 5 
れないことびあります。 



:■マークの位置び 


めやすでず。 
マークの 線を超える 
枚数はセツトしない 
で < ださい。 


•記録紙ホッパーび壁などにあたり、 
前に傾いていると記録紙びつまる 
ことびありまず。 

このよラなとさは、親機の設置位 
置を少し前に寄せてください。 
•記録紙を強く差し込まないでくだ 
さい。 


■ 記録がを追加するとをは 

いったん記録紙を全部抜き取ってから、再度セッ 
卜して < ださい。 

プ U ント中は、記録紙を追加しないでください。 

■ 記録ががつまつたとまは{咳=8-7ぺージ） 


巧"お知 S せ 

• しねや巧り目のあるちの、反っているをの、また 
破れている記録紙はセットしないでください。記 
録紙づまりの原因になりまず。 

• プ1」ント中に記録紙ホッパーや記録紙ホルダーを 
引を抜かないで < ださい。 

♦長期間、記録紙ホルダーに記録紙をセットしたま 
まにしないでください。記録紙び湿気などを含 
み、劣化する原因になります。劣化した記録紙を 
そのままお使いになると、記録紙の給紙不良や記 
録紙づまりなどの原因になることびあります。 


尚 


ご使用の 
前に 


記録紙をセットする 
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子機を巧電ずる 


操作のしかた 


1巧電器に AC アダプター 
を接続ずる 




コードは S ゾに入れまず。 


AC アダプター 
接続端子 




付属の子機用 
AC アダプター 


100 V 

AC コンセントへ 
(已0/色 OHz ) 


し 


子機を壁に掛けて使う 


操作のしかた 


ネジをしつかりとした 
壁や柱に取り付ける 





♦壁や柱に取り付けるときは、しっかりとした、一定の厚み （2cm 化と） 
のある所へ取り付けてください。 

•AC アダプターの〕ードを壁面と充電器の間にはさまなしはうにしてください。 


巧^お知3せ 

•充電端テはピンなどの異物でショート（短絡）させないでください。 

参子機の充電器は、充電端子び巧れていたり、異物びついていたりすることびありまず。いつもされいに 
しておいてください。（防8-已ぺージ） 

• 充電中は子機や充電器びあたたかくなりますび、異常ではありません。 

•テ機や充電器を設置するときは、親機や PHS/ 携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一緒に置か 

ないでください。（できるだけ離してください。）子機の呼出音び鳴らなくなることびあります。 1_23 


♦壁掛け用ネジは付属していません。 

取り付ける場合は、図の推奨寸法に近いネジをお買いホめください。 
モ機I台： 2本 


己 mm 


9.6mm 


充電器裏面の 
巧の寸法 


I 20mm 


日 mm 


ネジの 
推奨寸法 


II '已 mm 


2.4mm 


命 

人 




充電器を A 巳アダプターと接続して電源コンセント 
(AC100V) に差し込みます。また、子機を壁に掛 
けて使ラことをでさます。 



し 


巧電器を接続する 




モ機を充電する 


を 


45 mm 


壁掛用取り付け寸法 























































子機を充電する 


電池をセツトしてモ機を充電する 

はじめてお使いになるとをは、 

化ず10時間な上巧電 して < ださい。 


•充電池にも寿命びあります。古くなると充電して 
を使えなくなります。 

• 使用頻度にちよりまずび、約2年程度で使用でさ 
なくなりまず。長時間充電してもすぐに充電池の 
容量びなくなるとさは新しい別売の充電池に交換 
してください。側売品/消耗品防 9-2 ぺージ） 


通話時間について 

いっぱいに充電した状態 （10 時間しソ上）で通話で 
さる時間は 

• 通話が態で 約6 時間です。 

• 通話中や登録操作中に、充電容量びなくなる 
と、"ピッピッ…"と警報音び鳴り、約]分後 
に通話び切れます。（モ機のディスプレイに 
"要充電’’び表示されまず。）このときは、 
いったん電話を切って充電するか、親機に転送 
してお話しください。 

• スピーカーホン通話（防 2-7 〜 2-8 ぺージ）で 
お話しずると通話でをる時間は短くなります。 


尚 


1巧電化のコネクタを接 
続して巧電池を入れる 


r 白色の ビニール 
カバーは 絶対に 
はがさないで< 
ださい。 



2巧電おふたを巧り付ける 


>コネクタはしっかり差し 
込んでください。 


充電池のコードを 
はさまないよラに 
充電池面たを 
取り付ける 



通して、内側に寄せる。 




6 モ機を巧電器に置く 

ボタン面を手前に向けて置 
いてください。逆向をに置 
くと充電されません。 

はじめてお使いになるとをは、 
切ボタンび点なしてから 


10時間上充電 


してくださし)。 



テ機を充電器に置 < だけで、 
自動的に電源び入り（切ボタン 
点な）、充電が始まりまず。 


♦モ機を使わないときは、いつを充電器に 
戻してください。 

♦はじめてモ機を充電するときは、切ボタ 
ンび点巧しても、液晶ディスプレイに 
" No . 1 " び表示されるまで時間びか 
かることびあります。 

•充電中は充電器やモ機びあたたかくなり 
ますび、異常ではありません。 

♦ディスプレイに表示される " No . l " 
などのま号は、子機の内線ま号です。 
内線通話やとりつぎ転送するとをに使い 
ます。 （ bS '2-32、2-34 ぺージ） 


巧"お知 S せ 

参旅行や長期不在によりテ機を使用されないとさ 
は、充電池のコネクタをがしておくことをおすす 
めしまず。 


操作のしかた 


巧電池の寿命 


ご使用の 
前に 


モ機を充電する 
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操作ガイドボタンを®う（親機) 


單 y 置を押ずと基本的なファクスの送受信の方法や L モード、エラー表示についての説明びディスプレイ 

7ji r 


に表示されます。 

操作ガイドのちくじ 


液晶操作が仆’ 

f 巧りたい項目を狂]で遺んで 
に./ミ夫定]を巧してね！ _/げ 


~(フアクスの基本的な送受信操作_ 


1ファクスを送るとき 
2ファクスを受けるとさ 
3 [受信 FAX びあります J 
4センタ-にメ-ルび届いています 


I 次ページ，中止 


己け-ドを使うとき 
目エつ-表ののとを一 


P (受信データの確認/プリント操作 


① 原稿がつまっていまず 

⑤ 記録紙/インクリホ'’ン確認 

③ 受信/録音メモリ-不足 

④ FAX 受信メモリ-が一杯です 

⑥ 録音メモリ-が一杯です 

⑥ 通信 I ラ-1〜7 

⑦ 応答がありません 



3件 

2件 

原稿びつまっています 
5レンダー鳴能選巧曼信 FAX - 費'畳一愚 ■ 


>ディスプレイび点なしていて、待機画面に「受信 FAX びあ 
ります。…」やエラー表示などのメッセージと「：^翻」 
び表示されているときは、@を押ずと、解除手順を説明ず 
る操作ガイドび表ホされます。上記の目な画面を表示した 
いと却ま、厂目 g へを押してください。 

メッセージび表示されていないとさに席で I を押すと上記の 


目な画面から表示しまず。 
♦ディスプレイび消灯しているときに、 
プび赤色点打している場合は、「表 
タン」を押して内容を確認してから 


メ 


示田 

) 画を 


ル/お知らせラン 
お知らせお認ボ 
を押してください。 




操作ガイドを表示する 


操集 VK ボミを使ラ磊機) 
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操作ガイドボタンをほう【規機) 



あ晶操作が仆‘ 


W 巧クスを送る 


f 知りたい頃目を C3 で選んでし、を。 
I んミ總を巧してね！ r 

'» または中で 
「ファクスを送るとき」を A 

f 知 0 たい填目を cs で遺んで t VsiV) 
1 [ミ../ミ細を巧してね！ 广 

?摸巧 
カイド 

を押す^ 

1 mimssmum 

2 7 アクスを受けるとさ 

1 立•仆•におって 7 ァクスを送る 


3 「受信 FAX びあります」 

4 センタ-に; H レび届いています 

選び、 @ または 'なぺ-ジ 
娜ず 0 

2 つァクス送信の手順を確認する 


1 ' '次ぺージ'中止 

1 目次へ'前ページ 1 巧ページ'中止 


「1ガイドに沿ってファクス 
を送る」を選び、 I 

@または巧 S ■ジを押ず 


ちラ1度 
，次ぺージを押す 
0 


W 巧クスををる 
原稿をウラ向さにしてくださ 
し V . ♦巧です 尸可 


f ホぺージ!- 


巧ページ I 中止 


斬な J を押す I 


7アクスををる 
原稿挿入□を確認してくださ 

し一雨な 

—ら。 
'則べーシろ夕ぺージ‘ I 中止 


I 次ぺージ 


0 


を押す 


W 乃クスを送る 
原稿が仆‘の幅を含わせ1原稿 
をセットして < ださい 


，'。し 



原稿を t ットする 


喃ぺーシ 


中止 



受話器を取る 


ネ目手のファクスま 
号をダイヤルする 


ダイヤル後、 

I 次ぺージホ押す 
0 


W 巧クスを送る 

相手のちび出たらファクスを送る 
ことを伝え [ FAX スタ-卜]を 
押して < ださし、 



を巧す 


受話器を戻す 


ファクス送信 
が始まります。 


巧"お知 S せ 

参操作ガイドを表示しているとさは、子機で電話を 
かけることはでをません。 


尚 


操作ガイドに沿ってファクスを送る 


ご使用の 
前に 


操作ガイドボタンを使ラ(親機) 
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極出音量や極出音の種類を変える 


電話びかかってをたとさの呼出音の大ささををえ 
ることびでをます。 


再ダイヤル 


▲ ^ 

CD 

見てか5ダイヤル 
/蛋話语 

/ \ 

► 

V J 


▼を巧す 


受話器を置いたが態で 

三（音量）を続けて巧す 


>はじめに1回巧すと、現召 
び確認でさます。（音量I; 
けて押すと音量を変える (: 

>ボタンを続けて押すと日目 


親機の呼出音を鳴らをないよラにする 


呼出音を鳴らさないよラにすることびでさます。 
このとさ電話の着信は、液晶ディスプレイの表示 
でねか0ます。 


再ダかル 


▲ 






V J 

► 

圧！ 

見て占ろタイヤル 
/電話语 


J 


▼を巧す 


親機のディスプレイに巧出言 四 び表示されます。 
再び、呼出音を鳴らずときは、|の》/|かI倍量）ボタ 
ンを押しまず。 

•「切」にしているとをでち、内線からの呼出音 
や L モードのメール到着通巧音は鳴ります。 


受話器を置いた状態で 

音量）を5巧似上 （ r ピ ー J とい 


5音が鳴るまで）巧し続ける 


尚 


電話びかかつてをたとをの呼出音の大ささを変えること 
びでさます。 


親機の巧出音量を巧える 



呼出音量や呼出音の種類を変える 


量 続 
音} 

てせま 
れまキ J 
がりで 


す 

ま 

さ 

で 

定 

設 

こ 

腳 
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呼出音量や呼出音の種類を変える 


電話びかかってさたときの呼出音の種類ををえること 
びでをます。 

親機の呼出音は、あらかじめ日種類のメ□ディーび内 
蔵されていまず。 

また、 「L モード」を利用すると、さらに3種類 （4 
和音）のメ□デイーをダウン□-ドして利用ずること 
ちでをます。 


登録 


.— 0を巧し、 
:▲) または： ▼) で 
r 音関連設定 J 
を選ぶ 

® を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
r 規機巧出音 J 
を選ぶ 


3 uy を巧し、 

みまたは: V )で 
r 親機呼出音 
切替 J を選ぶ 


音関連設定 
1音量調整 
2親機呼出音 
3メール到着通知音 
4メール自動受信完了音 

な>で選択，沈君で決定 


視機の巧出音の種類を巧える 


親機呼出音 
1親機呼出音切替 
2在宅時コール回数 
3留守時コール回数 


巧>で選択， [!../ ま眉でミ央定 




區)を巧し、 

:▲) または： ▼) で 
呼出音を選ぶ 


親機呼出音切替 
1電話べル音 
2鳥の声 
3電子音 
4春の歌 
已トルコ行進曲 
® で選択，決沼でみ定 


>はじめは（工場出荷時は）電話べル音に設 
定されています。 


固定 
メ □ディ 

I 

電話べル音 

2 

鳥の声 

3 

帝了な 

巧ナ曰 

4 

春の歌 

已 

トルコ行進曲 

6 

森のくまさん 

「L モー ド」 

か5の 

ダウン □ー ド※ 

7 

(ダウン□-ド^□デイー I ) 

8 

(ダウン□-ド^□デイー 2) 

9 

(ダウン□-ド^□デイー 3) 


〜9の呼出音は、 「 L モード」からメ〇 
ディーをダウン□ー ドした場合に表示されます。 


陸 y を巧し、 
r 登録する J を 
選ぶ 


鳥の声 


1登録する 

2演奏する 


棋で選択，も./ま定]でま定 


参呼出音を試聴したいときは、手順日のあと 
’:▲) または （▼) で「演奏する」を選び、 L/ 
ま定ボタンを押します。聞を終わったら、 
中止ボタンを押します。 


巧ぺージへ- 


操作のしかた 


呼里墨心呼出夏麵を蜜スる 



を 

定域 

心ス_ 

定定腊班 

設設機^ 

ス計利 ： S 

イ時便定 M 

録ボりろ設択 

登げくし連選 

期上らち関で 

初読かお音む 

12 3 4 5 W 
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呼出音量や呼出音の種類を変える 


►つづを 

I @を巧す 



鳥の声 


2 

鳥の声 

に設定しました 


な> で選択，巧迅で決定 

' 1 ' 1 戻る 



■ 途中でやめるときは 

凰を fl します。 

■ 1つ前に房るとまは 

I K&a' を押します。 

■ 設定した親機の呼出音を巧認したいときは 
(規機の呼出音量を変える防=1 -27 ベージ） 


をお知 S せ 

参内線からの呼出音は、常に「プルルル、プルル 
ル」です。 

• 親機の呼出音を電話べル音!;(がに設定していて 
を、プリント中などで、親機び動作しているとき 
は、「電話べル音」になります。 

プI」ント終了後は、設定された呼出音び鳴りまず。 





呼出音量や呼出音の種類を変える 
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呼出音量や呼出音の種類を変える 


子機の巧出音量ををえる 


電話びかかってさたとをの呼出音の大ささを変え 
ることびでさます。 



通話ボタンを消なさせた状態で 

czd ( M ) を巧す 


はじめは r 大」になっています。 

ル仁"^大の2段階に設定できまず。（音を聞きな 
びら設定してください。音は現在設定している呼 
出音で鳴りまず。） 


モ機の呼出音を鳴6さないよラにする 


呼出音を鳴らさないよラにすることびでさます。 
このとを電話の着信は、通話ボタンや着信ランプ 
の点滅でわか0ます。 



通話ボタンを消なさせた状態で 

ご置【音量）を2 mji± (ピー音び鳴る 
まで）巧し続ける 


ディスプレイに 晒履励 び表示されまず。 

再び呼出音を鳴らすときは IISSII/I かI倍量）ボタ 
ンを押します。 

參 陋雇励 に設定しているとをでも、内線からの呼 
出音は鳴りまず。 


尚 


ご使用の 
前に 


呼出音量や呼出音の種類を変える 
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呼出音量や呼出音の種類を変える 


子機の巧出音の種類を愛える3 

テ機の呼出音は、あらかじめ9種類内蔵されていま 
す。 

さらに、自分で作曲でさる才 U ジナルメロディー 
(11ぞ已-9〜已-14ぺージ）を1種類登録できますの 
で、合わせて1〇種類の中から1つ還ぶことびでさま 
す。 



操作のしかた 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


巧)を巧し、 1:4) 
またはザで r チ 
ャクシンネイ 
□ J を選ぶ 


:または: ▼) で呼 
出音の種類を選ぶ 

♦選ぶたびに、呼出音（お認音）び鳴ります。 



固定 

メ □デイー 

日 I 

「プルルルプルルル」 

02 

「ポ □□□ ポ□□□」 

03 

「シヨートメ □デイー①」 

04 

「シヨートメ □デイー③」 

05 

「シヨートメ □デイー③」 

06 

「展覧会の絵」 

07 

「エ U —ゼのために」 

08 

「のばら」 

09 

情」 

オリジナル川デイ- 

10 

「才1」ジナル」※ 


《「自分で呼出音を作る（才 U ジナルメロ 
デイー)」（防己-9〜巳 -14 ぺージ）で 
作ると選ぶことびでさます。 


■ 途中でやめるとまは 

S を巧しまず。 



巧"お知 S せ 

♦内線からの呼出音は、常に「プルルル、プル 
ル」です。 





呼出音量や呼出音の種類を変える 
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通話中に受話器から聞こえる相手のちの声の大さ 
さを変えることびでさます。 



受話器を取って 


▲を巧ず 


再タイ内レ 


見用5タイ内レ 
/電話帳 


谊量）を 
続けて巧す 


♦はじめに1回押すと、現な設定されている音量 
び ffi 認できます。（音量は変わりません。）続 
けて押ずと音量を変えることびでをます。 

♦ボタンを続けて巧すと5段階に設定できます。 


視機のスピーカー音量ををえる 


録音再を時にスピーカーから聞こえる音の大ささや、 
通信時の音声ガイダンス （ ロァクスを送信します。」 
など）の大ささ、留守録の応答メッセージの大ささ、 
読上げボイスダイヤル機能 （ b ®>5-5 ページ）の音の 
大きさを変えることができます。 

心 W ^ 

K4 巧を卜 W 

I 区 1)))1 I? 操作 I 

™o 風 

巧巧/误留キャッチ/贸云スンフック、 


再ダイヤル 


巧ず 



，戴，を巧し、 


「ツー」といラ音び 
聞こえているとさに 

、 ■二. 之(音量）を 


続けて巧す 


♦はじめに]回巧すと、現在設定されている音量 
び確認でさます。（音量はをわりません。）続 
けて巧すと音量を変えることびでさます。 

参ボタンを続けて押すと日段階に設定でをます。 


■ 巧手の方に聞こえるこち6の青の大きさを変えた ■ 規機のボタンを巧したときに鳴る r ピッ J 音を鳴 


し、とまは（規機ち話音量を調這する @8-2 ぺージ） 


6さないよ5にずるときは （ B ぞ 5-1 5ぺージ） 


■ 規巧のダイヤルボタンを巧したときの音青を発青 
させないよ 5 にずるとをは 
(読上げボイスダイヤル機能腐 >5-5 ぺージ） 


^受話音量やスピーカーの音量を変える 

相手の声び聞きとりにくいときは、受話器やスピー 
カーから聞こえる音の大ささを変えることびできま 
す。 

bi 親機の受話音量ををえる 



受話音量やスピ—力—の音量を変える 
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ま話音量やスピーカーの音量を巧える 


モ機のま話音量ををえる 


通話中に受話口から聞こえる巧手の方の声の大き 
さを変えることびでをまず。 



はじめは「標準」になっていまず。 

標準卜马特大の2段階に設定でさまず。（音を聞 
きなびら設定してください。） 


通話中に 

大をくするとをは二/を巧す 
かさくするとをは、^を巧す 


モ機のスピーカー音■ををえる 


スピーカーホン通話しているとさや、録音再生時 
などスピーカーから聞こえる大ささを変えること 
びでをます。 



スビーカーホン 


® 对甲し、 

師 /" 


巧ず 


「ツー」といラ音び 
聞こえているとをに 

c !! 己（音量）を巧す 


はじめは「標準」になっています。 

標準卜马大の2段階に設定でさます。（音を聞さ 
なびら設定してください。） 


■ 巧手の方に聞こえるこち6の青の大きさををえた 
いときは（モ機を話音量を調整ずるが 8-2 ぺージ） 

■ モ機の受話音量をを巧のにさ6に大さ<したいと 
きは（モ機受話音量を調整ずる防=8-2ぺージ） 


■ モ機のボタンを巧したときに鳴る r ピッ J 音を鳴 
百さないようにずるときは{防 5-1 6ぺージ） 





受話音量やスピ—力—の音量を変える 
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巧で選が，巧面でホ定 


ファクスを送ったとさ、相手側の記録紙に日付と時 
刻、曜日をプリントします。また、留守ま電話で用件 
び録音された曰付や時刻を確認したりすることもでさ 
ます。 

(親機の日付-時麵ま、工場出荷時にあらかじめ設定 
されています。） 



受話器を置いたまま操作します。 


「胃を巧し、 

r 巧巧登録 J を 
選ぶ 


B を巧し、旧 
付.時刻 J を選ぶ 


g ) を巧す 


ダイヤルボタンで 
曰付を入れる 


曰付-時刻 
日付 03 - 04-17 
時刻 14：00 


[ダイヤル]で変更，[ミ../決赶でミ夫 


■ 透中でやめるとまは 

〇を押します。 

■ 1つ前に戻るときは 


取消 


例：の回凹团田回 

2 0 0 3 年 4 月 17 日 
日付を修正しないときは、 
手順日へ 


Iを押して 


参数字を入れまちびえたとをは、取消ボタン 
を押して、ちラー度入れ直します。 

•年は西暦年の下2巧を入れます。 

【年入力】 

2 0 0 3年与 0 3 
I 

2 0 4 8年与 4 8 


またはを押します。 

巧^お知5せ 

♦時刻表示は、めやすとしてご利用ください。な 
お、誤差び生じた場合は設定をやり直してくださ 
しん（時計精度：平均月差+日□砂!;(内） 

参曰付び入れば、曜曰は自動的に設をされます。年 
は送信したファクスにプリントされます。また、 
カレンダーでち表示されます。 

• 操作の途中で約3分間何ちしないでいると、待機 
画面に戻ります。そのときは、はじめからやり直 
して < ださい。 


^曰付と時刻を合わせる 


曰付-時刻 
日付 03 - 04-17 
時刻 14:00 


[ダイヤル]で変壺， [;„/ ミ夫迅でま 

^ 广 取 


登録設定 
1 初期登録 
2 読上げボイス設定 
3 からくり時計設定 
4 おをしろ便利機能設定 
日音関連設定 

な>で選択，決冠でミ央定 



滞 レ 


親機の曰付と時刻を合わせる 


5 ダイヤルボタンで 

時刻を入れる 

時刻は24時間制で入 
れます。 

例：の回回面 

午後 3 時日 0 分 

6 liy を巧す 


• 0 砂から時計びスタートしまず。 

7 し創对甲す 


曰付-時刻 


4 

登録しました 


[ミ../ミ央赶でミ央定します 


曰付-時刻 
4 月 1? 日木 1日：日日 

[ミ../沈赶で決定します 

「 广 ‘ I 取消 


操作のしかた 


登 


択 


M 刻号選 
が時番名別 
■元元種 
寸言言厳 
日猫雜画 


ご使用の 
前に 


日付と時刻を合わせる 
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曰付と時刻を合わせる 


1 子機の時刻ををわせる 

テ機の時刻を合わせるとディスプレイに時刻を表示 
します。（親機の時刻を合わせてを子機の時刻は合い 
ません。） 




操作のしかた 


通話ボタンを消なさせた状態で操作しまず。 


巧)を巧し、 (▲) 
または： ▼) で r 卜 
ケイトウ□ク J 
を選ぶ 

©を巧す 


ダイヤルボタンで 
時刻を入れる 

時刻は24時間制で 
入れまず。 

例：巧圓四回 

午を3時00分 

♦1 ケタのときは、最初「0」をつけて入れ 
ます。 

例：回圓哩圓 

午前9時 8分 

♦雖字を入れまちびえたとさは、 （►) または 
づ〇でまちびえた数字を逞んで、をラー度、 
入力し直します。 



■ 透中でやめるとまは 

が を巧しまず。 

■ r ピピピピ J と鳴つたとをは 

時刻として入力でをる範囲を超えた数字び入力さ 
れていまず。はじめから入力をやり直してくださ 
し、 


巧^お知6せ 

♦充電池のコネクタびがれたり、充電池の容量び 
なくなると、設定した時刻は消えてしまいま 
ず。再度、登録してください。 

参操作の途中で約2分間何ちしないでいると、待 
機画面に戻ります。そのとをは、はじめからや 
り直してください。 





日付と時刻を合わせる 
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あなたの電話番号や名前を登録する（親機) 


[ あなたの電話番号を登録する 

ファクスを送るとさ、あなたの電話番号や名前（発信 
元情報）を巧手の方に伝えるために登録します。登録 
したま号や名前は、ファクスを送ったとき、巧手のち 
の記録紙にプリントされます。 

ファクスを受けた巧手のちには . 


操作のしかた 



'登録 

0 

r 巧巧登録 J 
選ぶ 


を巧し、 
を 


〇を巧し、’:. ▲) 
または： ▼) で 
r 発信元ま号 J 
を選ぶ 

£1を巧し、 
r 登録 J を選ぶ 


( S を巧す 


登録設定 
] 初期登録 
2読上げボイス設定 
3からくり時計設定 
4おちしろ便利機能設定 
己音関連設定 

な > で選択， [!••/ 決迈で決定 


初期登録 
1曰付-時刻 
2発信元蓄号 
3発信元名 
4回線種別選択 

狂> で選択，み迅で決定 




発信元番号 


® で選択，も./ま迅で決定 



微レ 



■ 途中でやめるとまは 

g ] を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


戻 n るまたは'取 n 消を巧します。 


0 


0 


■ 登録した電話香号をミ肖すときは 

① 手順！〜2の操作を行ラ 

② @を押し、「消ま」を還ぶ 

③ 區]を 2 刚甲ず 

④ 原]を押す 


■ 登録した電話ま号を密えるとまは 


尚 


電話番号を入れる 
(最大20ケタ） 


発信元ま号 
NO, =0312345678 


最後に[ミ../ま田でま定します 


♦ま号を入れまちびえたとをは取消ボタンを 
押して、をラー度入れ直します。 

♦スペース（空白）を入れるときは©を押 
します。 W W 

プラス （+ ) を入れるとさはけ''‘）を巧しま 
す。 W 

垣 y を巧す 

登録しました 


NOr 


発信元番号 


最後に[ミ../ず道で決定します 


信®止を巧す 


ご使用の 
前に 


あなたの電話番号や名前を登録する(親機) 
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一度消してから、ちラー度登録します。 


























































































おなたの電話ま号や名前を登録する【規機) 



f © I 


し厚止 


徽レ 



■ 登録したち前をおえるとさは 

一度消してから、もう一度登録します。 


® で選択， [!••/ ま定]でミ夫定 


を前を入れる 
撮大ミち12义き 
/半ち24文き） 

(咳 1-38 〜 1-42 

ページ） 


® を巧す 


く発信元名 > [漢/かな] 

ミ ' I お 


登録しました 


[ダ仆ル]で文字入力，邸消]で 


戻る 


厚◎止 


を巧す 


'戻る 


あなたの名前を登録する 


を巧し、 


I 登録 

0 

け刀巧登録 J を 
選ぶ 


録ぉ化 

1初期登録 
2読上げボイス設定 
3か5くり時計設定 
4おをしろ便利機能設定 
已音関連設定 

苗で選択ミ央迅で決定 


戻る 


国を巧し、 1:4) 

または （▼) で 
r 巧信ちち J を 
選ぶ 


@を巧し、 r 登 
録 J を選ぶ 


@を巧す 


1登録 
2消去 


発信元名 


巧>で選択， [!../ ミ夫眉でミ央定 


戻る 


発信元名 > [漢/かな] 


> 

[ダ仆ル〕で文字入力，[取消]で 


文字切か 


取消 


■ 途中でやめるとまは 

區]を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


を言 または 


取ミ肖 
0 


を押します。 


■ 登録した名前をミ肖すとまは 

① 手順！〜2の操作を行5 

② を巧し、「消ま」を違ぶ 

③ (4] を2回押す 

④ 歷]を巧す 


尚 


操作のしかた 



あなたの電話番号や名前を登録する(親機) 



風蚊風獻 i 
I© © ® ©i 
iQ® Q©i 

留— 




録 

登 rv 

M 刻号 0 

，時番名別 
.元元種 
寸言言線 
日猫発画 


初. 
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文字切替ボタンを巧すたびに文字の種類が切り替わる 

文字の種類 


^娜す 


発信元名 


廣/かな] 


> 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


咬宇 


取消 


•[漢/かな]ひらがなの全角を表示します。漢字にす 
I るとさはひらがなを瓣して入力します。 

[カナ]カタカナの全角を表示します。 

1 

[英]英字の全角を表示します。 

1 

m 数字の全角を表示します。 

I 

りカタカナの半角を表示します。 


r 


^陕]英字の半角を表示します。 

半[数]数字の半角を表おします。 

i 

-[区点] 4ケタの数字（区点コード）を入力すると、 
区点コードー覧表 （ B ぞ日 -12 〜日 -23 ぺ一 
ジ）におず文字履号、数字、漢字）び全角 
で入力でさます。 

文字の種類を還んだあと、ダイヤルボタンを巧して文字を還ぶ（陪 =1-39 ページ） 

憤/かな](ひ S びな）モード 

ダイヤルボタンを巧した回数により、文字入力一覧表（№1 -39 ページ）のひらびなび全角表示さ 
れます。漢字にするとをは、ひらびなを変換して入力します。 （ B ぞ 1-40 ページ） 

(例）@を押した場合 

押ずたびに表示されるで字び切り替わります。 

坂— * ■し）— * ■つ— * ■ス — CD —^あ— * ■し、—^つ- ^ス—^お 


[カナ]、[英]、半[カナ]、半[英]モード 

ダイヤルボタンを押した回数により、文字入カー覽表日ページ）の文字び全角また 
は半角で入力でさます。 

[数]、半[数]モード 

ダイヤルボタンに表示されている数字び全角または半角で入力でさます。 

[区点]モード 

区点コードー覧表 （ BS '9-12 〜 9-23 ページ）を見なびら、ダイヤルボタンで4ケタの数字を 
入れまず。 

(例）区点コード： 4巳已7の「翼」を入れる 

発信元名 > [区点] 、 < 発信元名> L <51 、 < 発信元名 > [区点] 


^親機で文字を入力ずる 

電話帳に名前を登録するときなど、文字を入力する場 
合は、ダイヤルボタンを使って入力します。 

(防 2-11 ぺ一义防 2-1 9ぺージなど） 

親機ではで字切替ボタンで文字の種類を替えてダイヤ 
ルボタンで入力します。 

( 文字の種類（入カモード）を選ぶ 


親機で文字を入力する 


ご使用の 
前に 
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CD L 

ちてひ 5 タイヤル 

/樹 


力ーソル左ち移動 


f 


かな漢字変換 


メール 本文入力中、 カーソル 上下移動 


广を巧/ 

0 /厂吉副 


かな漢字変換 


無効（非表示） 


取消 

0 


カーソル上の1文字を消モ 


I 及字切督 
0 


文字の種類の切り琶え （「 L モード」利用時のみ絵ス字に切り营えることびでをます。日 -8 ページ）） 


が 1) 
が2) 
が3) 


が4) 

が5) 


:半角カタカナは、電話帳の登録時や発信元名、 「 L モード J で使えまず。 

:電話帳や発信元名の登録時は、半角のルタ字は使えません。 

:電話帳の登録時と発信元名登録時は、 ，：！？&/()[]□ (半角スペース）の順に表示されます。 

メールの宛巧や題名、本文入力中は、 

—,:;!?&¥$%+ = ! ’ I A ()<>[] I } @./-_ □ (半角スぺース）の順に表示されまず。 

: L モードの送信メールの本で入力時のみ一（改行）しまず。改行はすべて全角1文字になりまず。 

:定型でび入力できまず。 （ r . co.jpj r . ne.jpj r . ac . jp 」 r . com 」 r @ pipopa . ne . jp 」 

「 WWW 」 を選んだあと @ を巧して入力しまず。） 1.39 


視機で文宇を入力する 


尚 


义き入力一質表 


ヵトド 

入カボタへ 

全 ち 

半角 

全角 

ひらだけよ 
[漢/かな] 

カタカナ 
[が] 

英字 

閲 

数字 

[数] 

カタカナく※！） 
半[が] 

英字が 2) 
半[英] 

数字 
半脚] 

区点 

コード 

腔点] 

© 

おいラ元お 

あいラえお 

アイゥェォ 
アイゥェォ 


I 

アイウ I 才 
アイウエオ 


1 

(臨 9-1 2 

9-23 
ぺ-ジ） 

ABC 

かさ < けこ 

カキクケコ 

ABC 
a b C 

2 

カキクケ] 

abc 

ABC 

2 

霞 

さしずせそ 

ヴシスセソ 

DE F 
d e f 

3 

サシスセソ 

def 

DEF 

3 

@ 

たちつてと 

タチツテト 

ッ 

GH I 

呂 h i 

4 

タチツテト 

ヴ 

旨 hi 

GHI 

4 

參 

なにめねの 

ナニヌネノ 

JKL 
j k I 

巳 

ロネノ 

jkl 

JKL 

己 

MN 0 

感 

はひふへほ 

八ヒフへホ 

MNO 
m n 0 

6 

A じへホ 

mno 

MNO 

6 

PQRS 

© 

まみむめち 

7 S ム:><モ 

PQRS 
p q「s 

7 

巧ムメモ 

pqrs 

PQRS 

7 

TUV 

© 

やゆよ 

やゆよ 

ヤュ3 
ャュ3 

TUV 

t U V 

8 

にヨ 

阳 

tuv 

TUV 

8 

感 

らりるれろ 

ラリルレ □ 

WXYZ 
w X y z 

9 

ラリルレ □ 

wxyz 

WXYZ 

9 

照 

@ 

ちを ► 

わをん日 
□(スぺ-ス） 

□ □ 

ワヲン B 
□反ぺ-刀 
□ □ 

□囚田图固 
剛因 □□ 

□( スぺ-ス） 

0 

ワヲン Q 
□反ぺ-ス） 

《 3 

0 

卜ーン 

を） 

獨点/半獨点 

無効 

t 

遇点/ 
半獨点 

※已 

木 

無効 

© 

《4 

# 

《4 

# 

《4 


寞力する 











































視機で文字を入力する 


巧^切替で义字の 

種類[漢/かな] 

を選ぶ 

(胺 1-38 ぺージ） 

•はじめ、電話帳に登録ずるときや発信元名 
を登録するとをは、[漢/かな]になって 
います。（かなは一度に10文字まで入力 
でをまず。） 


く発信元名> 

1 

魔/か功 

> 


【ダイヤル]で文字入力，[取消]で 

巧き切旨' 

'取消 


©を2回巧す 


発信元名 > [漢/かな] 


>い 

[ダイヤル]で文字入力.[取消]で 

^"巧巧巧用 I 音訓'取消 


•くり返して押すと 

あ一*■い一つ一*■スー►お一►あ一*•い一►う一►え一►お- 


の順に切り替わります。 


ABC 

@を4回巧す 


発信元名〉 [漢/かな] 


>いけ 

[ダイヤル]で夕字入力，[取消]で 


巧巧^^採用音訓 I 取消 


じ HI 

@を1回巧す 


発信元名 


魔/かな] 


>いけた 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


変巧採用 f 音訓'取消 


■ ひ6がなを入力ずるときは 

①手順！〜日の操作を行ラ 
® '採 Q 用娜す 



発信元名 


魔/かな] 


を巧して 
r 池田 J を選ぶ 


>いけだ 
[ダイヤル]で文字入力，[取ミ肖]で 

を換'採用 I 音訓'取消 

<発信元名 > 度!/かな] 


>油田 

[ダイヤル]で文字入力，[取ミ肖]で 
'を換'採用'音 M '取消 


♦ボタンを押すたびに切り替わります。 
(A) または （▼) で還ぶことをでさます。 


7 1 採 Q 用 を巧す 

<発信元名 > [漢/かな] 

池田 ■ 


[ダ仆ル]で文宇入力，邸潮で 


义宇切替1 1 1巧お 


♦文字を採用します。 

参 L / 決定ボタンで採用することちでさます。 
♦続けて文字を入力するときは手順1〜7を 
くり返し操作します。 

入力したい漢字にを換できないときは 

「胃 <3® ii を押すと、入力したひらびなび区切りごと 
に漢字に変換されます。音訓の読みにしたびって 


変換されますので、では呼び出せない漢字 
に変換することもできまず。 

変換の区切りををえたいときは、ひらびなを一度 
まきに変換したあと、：'または：'を押して変 
換する部分（オレンジ色のカーソルびかかってい 
るところ）を変更しまず。 


巧^お知6せ 


I 変換して10文字しソ上になった文字は^^を押 
すまで10文字までしか表示されません? 


尚 


ひ6びな/漢字を入力する = 

「池田」と入力するとさは次のよラに入力します。 


操作のしかた 


親機で文字を入力する 


ご使用の 
前に 
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規機で文宇を入力する 


^0^^で义字の 
種類[カナ]を 
選ぶ 

(胺 1-38 ぺージ） 

•はじめ、電話帳に登録ずるときや発信元名 
じ美/かな]になって 


<発信元名> 

化ガ 

> 


[ダイ柯 [/] で又字入力, 

願潮で 

，文字切替' ' 

'取消 


を登録するとをは、 
います。 

を./-- 

( J ろを2回巧す 


発信元名 


执す] 


【ダイヤル]で夕字入力 I [取消]で 


解诚「 


取消 


>くり返して押すと 

ア-►イ-►ウ-►エ-►才-►ァ-►ィ-►ゥ-►ェ-►才- 

t _ 

の順に切り替わります。 


■ カタカナ（半ち）、巧ぎ{をち/半角）、数字 
(をち/半ち）を入力ずるとをは 

手順1で入力したいで字の種類を選んで、手順2 
政降の操作をしてください。 


ABC 

@を4回巧す 


<発信元名> 

[カナ] 

イケ 


[ダイヤル]で文字入力. 

颗淵で 

I 交宇切替' ' 

'巧ミ肖 


GHI 

@を1回巧す 


ィ备严名〉[研 


[ダ仆ル]で文字入力，〔取消]で 




巧消 


乐^を巧す 


く発信元名> 

[研 

イケタ’ 


[夕‘イヤル] で文字入力， 

願潮で 

文き切替' ' 

<巧お 


尚 



「イケタ'」と入力ずるとさは次のよラに入力します。 


操作のしかた 



親機で文字を入力する 
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視機で义ぞを入力する 


■ 义宇をミ肖ずには 

力ーソルの1つ前び消えます。（力ーソルび文字の上にあるときは、その文字び消えます。 


①を巧ず 




>いけたた 

[ダ仆ル]で文字入力，[取消]で 


巧巧「採用「音訓「取消 




>レけた 

[ダ仆ル]で文字入力，[取消]で 


巧巧「採用「音訓「取消 


■ 文字を入れ直ずには 

①訂正したいで字を 
'、'◄''，またはで選ぶ 


>いしだ 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


を巧「採用「音訓取消 


© 


取ミ肖 
0 


を巧して 


文字を消す 



® ダイヤルボタンで正しい 
艾字を入れる 


>いけだ 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


巧巧「採用音訓'取福^ 


义きの入力方法 


■ 同じボタンに割日当て百れた文字を続けて入力するとをは 

(例）「あい」を入れる 

①@を押ず「あ」 ②1'、^を押す 




>あ 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


巧巧「採用 


訓 I 取消 


>あ 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


巧巧「採用音訓 I 取消 


化/-_ 

@ (2)を2回押す「しリ 




>ちし'! 

[ダイヤ山で文字入力，[取消]で 


を換「探用音副胃 1 取消 


涵点 （’’） や半渴点 r ) をつけるとまは 


①獨点や半獨点をつけ 
たい文字を入れる 


r 

>た 

[ダイヤル]で文字入力， 

- 

邸潮で 

'巧巧1採用1音卽 

1取ミ肖 


②0を巧ず（くり返し巧すと （‘） 
と（° ) び切り替わりまず。） 


>だ 

[ダイヤル]で文字入力，[取;肖]で 


巧巧「採田'!~音訓' I 取消 


■ スぺースを乂力ずるとまは 

'►； を必要な分だけ押します。1回押せば半角分のスペースび入ります。 

( じ美/かな]モードのとをは採用ボタンを巧して、文字を採用してから‘’、卜を必要な分だけ巧してくだ 
さい。） 

■巧巧ずるときは （[ L モード J でメールの本文を作が中のみ） 

巧 J ；) を押す 

( じ美/かな]モードのとをは^を押して、文字を採用してから巧少&巧してください。） 

([数]または半[数]モードのとをは、を押してを改行になりません。） 


尚 


义字を修正する 


ご使用の 
前に 


親機で文字を入力する 
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子機で文字を入力する 


テ機ではカナ/キヤツチボタンで文字の種類を替えて 
ダイヤルボタンで入力します。 


文字の種類（入カモード）を選ぶ 


カナ/キャッチボタンを巧すたびに文字の種類が切り替わる 


* 黛 


を巧す 



>[カナ]カタカナを表おします。 
[英]英字を表示します。 

表おなし数字を表示します。 


义ぎの種類を選んだあと、ダイヤルボタンを巧して义字を選ぶ 1-44 ぺージ） 

[カナ]モード 

ダイヤルボタンを巧した回数により、文字入力一覧表 （ B ぞ 1-44 ページ）のカタカナび表示 
されます。 

[英]モード 

ダイヤルボタンを巧した回数により、文字入力一覧表 （ B ぞ 1-44 ページ）の英字び表示され 
まず。 

[表示なし]モード 

ダイヤルボタンに表示されている数字び入力でをます。 





モ機で文字を入力する 
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モ機で文字を入力する 


カモー ド 

入カボタへ 

カタカナ 
[ヵナ] 

英字 

閲 

数字 

[表示なし] 

の 

アイウ I 才 
アイウ I 才 

無効 

I 


诉クケ] 

ABC 

abc 

2 

( 3 ^ 

サシスセソ 

DEF 

def 

3 


タチツテト 

V 

GHJ 

邑 hi 

4 

風 

ナぶノ 

JKL 

jkl 

已 


化つへホ 

MNO 

mno 

6 


7 ミムメモ 

PQRS 

pqrs 

7 

(8^ 

にヨ 

巾ュョ 

TUV 

tuv 

8 

/9tw^ 

ラリルレ □ 

WXYZ 

wxyz 

9 


ワ 3 ン H 

皿 反べ-ス) / 


[Uay 

□口ぺ-ス） 

[]:，.！（)&?© 

0 

を 

無効 

% 


無効 

# 

スビーカーホン 




画 /" 

還点/半還点 

無効 

□お 
み a 

力 一 V 、レ左ち移動 

巧綜/クリア 
fe 留） 

カーソル上の I 文字を消去 

巧お/クリア 
( な留） 


全文字消モ 


を 2 秒な上押す 




キ黛 

文字の種類の切り替え 


尚 


义字入力一覧表 


モ機で文字を入力する 


ご使用の 
前に 
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子機で文宇を入力する 


文字を入力する 


「イケタ'」と入力ずるとさは次のよラに入力します。 


操作のしかた 


通話ボタンを消灯した状態で操作します。ディスプレイは電話帳に登録するとき 
( B を 2- 19ページ）のちのです。 


0 で义きの種 
類を選ぶ 

(豚]-43ぺ-ジ） 


>はじめは「カナ入カモード」になっていま 
す。 


Ou を2回巧す 



•< り返して押すと 

半 I — ►ィ — 》■ウ—►ェ—►才—►ァ — 》■ィ—►ゥ—►王—►才 

の順に切り替わります。 


I 

4 を巧す 

イケタ 

カナ 


カナ 


>(►'; を押してカーソルを移動して、文字を 
入力すると、その間にスペースび入ります。 


;こ一ロー术こ 

趣/" 


を巧す 



@を4回巧す 



•同じボタンを使って入力する文字（例： 
「ァ」とじ」、「引と「一（長音）」 
など）を続けて入力するとをは1文字目を 
入力したあと、 を 押して、 カーソルを 
移動してから2文字目を入力します。 


©を巧す 

♦文字入力び終了します。 





テ機で文字を入力する 
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子機で文宇を入力する 


■ 文字をミ肖ずには 

①訂正したい文字を 

または (►' I で遲ぶ 



■ 文字を入れ直すには 

①訂正したい文字を 

または|>'|で逞ぶ 



rj 历 / ソ y ィ . 

(D 0を巧す 



巧篇/クリア 

②@を巧して文字 

絲す 



③ダイヤルボタンで正しい文字を還んで入れる 
(文字の種類を替えるとさは、を押す) 



义きの入力方巧 


■ 同じボタンに割日当て百れた义字を続けて入力ずるとをは 


必ず （► j を巧してカーソルを移動させてから入力してください。 

(例）「アイ」と入れる 

② ':►) を巧す ③〇を2回巧す 


①を巧す「ア」 





■ 涵点 （’’） や半涅点 C ) をつけるとまは 

濁点 （'' ) や半還点 （’） をつけたい文字を入れたあと、次の操作を行います。 


スピーカーホン 

S. を押す 




>くり返し押すと 、 C ) と（° ) び切り替わりまず。 


■ スぺースを乂力ずるとまは 

';►} を必要な分だけ押します。1回押せば1文字分のスペースび入ります。 


尚 


义字を修正する 


ご使用の 
前に 


モ機で文字を入力する 
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